
多 賀 町 町 制　　 周年記念クイズ

今年度は『多賀町町制50周年』を記念しまして、クロスワードパズルに替え、多賀町に関す
るクイズを合計50問出題させていただきます。ふるってご応募ください。
また、『多賀町町制50周年』に関する情報や思い出なども一緒にお送りください。

昭和64（平成元）年、第25回全国障害者スポーツに出場された町内の方が水泳50ｍ平泳ぎで獲得
したメダルは？次の3つからお選びください。

1.金メダル 2.銀メダル 3.銅メダル

平成2年9月19日、台風○○号が多賀町にも大きなつめ跡を残しました。○○に入る数字は何でし
ょう？次の3つからお選びください。

1．17 2．19 3．21

平成3年刊行された多賀町の歴史を記すものは？

○○○○

平成4年、各字のゴミ集積場に○○○○プレス機が設置されました。○○○○に入る文字（ひらが
な）は何でしょう？

○○○○

先月号の答えは下記の通りです。

Q31…30、Q32…2．500、Q33…多賀町ふるさと（まつり）、Q34…3．たが

Q38

Q37

Q36

Q35

5050505050505050505050505050505050

編／集／後／記

今年も残すところ、あと１月足らずとなりました。
2005年は皆さんにとって、どんな年だったでしょう
かs毎年、日本漢字能力検定協会が実施している「今
年の漢字」。その年の世相を漢字一文字でうまく表わし
ています。昨年は記録的な台風被害や新潟中越地震な
どから「災」となりましたs今年も万博、地震、脱線
事故、選挙、郵政…いろんなことがありましたが、ど
んな文字に決まるでしょうか。個人的には「改」と予
想しています。発表は12月12日です。

kikaku@tagatown.jp （し）

応募方法
官製はがきで、解答と「広報たが」へのおたより（俳

句・短歌・川柳・イラスト）やご意見を役場企画課までお
送りください。Ｅメール・有線ＦＡＸでも結構です。

有線FAX 2 - 2018
taga@tagatown.jp

締め切りは12月26日（月）です。正解者の中から抽
選で10人の方に粗品を進呈いたします。発表は景品
の発送をもってかえさせていただきます。
なお、おたよりの内容は抽選とは無関係です。

多賀町 ひとの動き （平成17年10月末 現在）

（ ）内は前月比

世　　帯　　数 2,622世帯（＋15）

人　口
8,385人
（＋15人）

男　性 3,991人（＋3）

女　性 4,394人（＋12）

鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり

ます。
一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定
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心豊かな多賀のまち 

たがのホームページ　http://www.tagatown.jp/

季節はずれの桜■春だけでなく秋にも花を咲
かせる桜があります。毎年、春に花を咲かせ
ていったん散ったあと、秋にもまた花を咲か
せるという珍しい桜ですs写真では伝わりに
くいのですが、実際に見てみると写真以上に
咲きほこっており、自然の神秘に驚かされま
す。桜といえば春ですが、寒い季節に見る桜
もすばらしいものです。
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資
源
を
活
か
し
た
「
い
の
ち
」「
人
権
」

を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
た
め
の
環

境
づ
く
り
、
地
域
住
民
や
高
齢
者
の
参

加
も
視
野
に
い
れ
た
総
合
的
な
生
涯
学

習
の
場
づ
く
り
な
ど
を
め
ざ
し
、
こ
れ

ら
環
境
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
保
健
行
政
に
お
き
ま
し

て
は
、
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
て
安
全
安
心
で
利
用
し
や
す
い

保
育
環
境
の
基
盤
づ
く
り
や
、
生
き
が

い
支
援
事
業
な
ど
の
元
気
な
高
齢
者
づ

く
り
の
推
進
な
ら
び
に
地
域
社
会
に
お

け
る
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
、
障
害

者
福
祉
施
設
の
充
実
を
め
ざ
す
な
ど
、

大
切
な
命
を
育
み
、生
き
る
力
を
高
め
、

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
、
施

策
の
向
上
と
充
実
に
努
め
、
子
ど
も
、

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
誰
も
が
健
や
か

に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
環
境
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
自

然
環
境
を
守
る
た
め
廃
棄
物
対
策
に
も

力
を
入
れ
、
下
水
道
整
備
事
業
な
ど
の

事
業
完
成
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
若
者

の
定
住
化
と
産
業
人
口
の
受
皿
と
し

て
、
住
宅
地
の
開
発
も
促
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
多

賀
町
の
特
性
を
生
か
し
た
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

過
ぎ
去
り
し
50
年
を
振
り
返
り
、
今

日
あ
る
の
は
、
国
、
県
、
お
よ
び
近
隣
の

市
町
の
特
別
な
ご
配
慮
は
も
ち
ろ
ん
、
本

日
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
皆
さ
ま

の
献
身
的
な
ご
活
動
や
町
民
皆
さ
ま
の

ご
協
力
の
結
果
で
あ
る
と
深
く
感
謝
の

意
を
表
わ
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
地

方
自
治
は
民
主
政
治
の
基
礎
を
な
す
も

の
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
真
に
住

み
よ
い
社
会
を
創
っ
て
い
く
こ
と
は
、
い

つ
の
時
代
で
も
つ
ね
に
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

が
横
た
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
今
、
先
輩
方
の
経
験
さ
れ

た
も
の
と
は
異
な
っ
た
厳
し
い
試
練
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
試
練
を
乗
り

越
え
て
明
日
の
多
賀
町
の
進
む
べ
き
道

を
切
り
開
い
て
行
く
こ
と
こ
そ
、
現
代
に

生
き
る
も
の
の
責
務
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
50
周
年
を
迎
え
、
未
来
に
向
か
っ

て
、
明
る
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
専
念

す
る
こ
と
の
決
意
を
固
く
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
た
め
に
は
、
本
日
ご

臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
の
今
日

ま
で
の
ご
指
導
、
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
あ
た
た
か
い
ご
支
援
と
ご
教

示
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
機
会
を
お
借
り
し
ま
し

て
、
今
は
亡
き
諸
先
輩
の
皆
さ
ま
の
ご

冥め
い

福ふ
く

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
同

時
に
、
こ
こ
に
ご
列
席
の
皆
さ
ま
の
ご

多
幸
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の

式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
17
年
10
月
30
日

多
賀
町
長
　
夏
　
原
　
　
覚
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町
長
式
辞

本
日
こ
こ
に
、
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
と
町

民
代
表
の
方
々
の
ご
参
列
を
賜
り
、
町
制

五
十
周
年
の
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
全
町
挙
げ
て

の
慶
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

当
町
は
昭
和
30
年
4
月
1
日
、
市
町

村
広
域
化
の
要
請
に
こ
た
え
、
当
時
の

関
係
者
の
方
々
の
英
知
と
ご
苦
労
に
よ

り
、
旧
多
賀
町
・
大
滝
村
お
よ
び
脇
ヶ

畑
村
の
1
町
2
村
が
相
寄
り
ま
し
て
、

現
在
の
多
賀
町
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
間
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
湖
東
地
域
に
と
っ
て
長
年
の
念

願
で
あ
り
ま
し
た
伊
勢
平
野
と
湖
東
平

野
を
結
ぶ
国
道
3
0
6
号
線
の
開
通
、

さ
ら
に
町
発
展
の
基
盤
と
も
な
る
都
市

計
画
道
路
を
は
じ
め
幹
線
町
道
の
整
備

が
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
工

業
団
地
の
造
成
後
、
多
く
の
企
業
に
立

地
い
た
だ
き
、
産
業
経
済
の
振
興
に
多

大
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
現
状
と
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

ま
す
と
、
農
林
業
を
と
り
ま
く
現
状
は

非
常
に
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
農
業
面
で
は
基
盤
整
備
が
完
了
し

集
落
営
農
の
推
進
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
生
産
性
の

高
い
効
率
的
な
農
業
経
営
が
図
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
町
面
積
の
80
％
余
り
を
占
め

る
山
林
を
有
す
る
当
町
に
と
っ
て
、
林
業

振
興
は
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。
木
材
生
産
が
経
済
的
機
能
と
し

て
低
下
す
る
な
か
、
森
林
の
水
源
涵か

ん

養よ
う

、

国
土
の
保
全
、
さ
ら
に
は
保
健
休
養
等

公
益
的
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
林
道
整
備
、
造
林
、
保
育
の
森

林
整
備
と
併
せ
て
保
健
休
養
や
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、
林
業
体
験
活
動
等
に

よ
る
都
市
と
の
交
流
の
場
と
し
て
活
用

す
る
な
ど
、
森
林
の
多
面
的
な
利
活
用

を
促
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
行
政
に
お
き
ま
し
て
は
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

が
再
考
さ
れ
る
中
で
、
多
賀
の
多
彩
な

特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集
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s
第
2
部
で
行
わ
れ
た
和
太
鼓
と
和
泉
流
狂
言
の
よ
う
す

s
特
別
功
労
で
受
賞
さ
れ
た
中
川
前
町
長

10月30日に『多賀町町制50周年記念式典』が多賀町中央公民館でとりおこなわれました。
式典は、副知事、国会議員、近隣市町の首長・議会議長などの来賓の方々が臨席され、また町内からは議会議
員、区長、各種団体、企業などの皆さまに参列いただきました。
第1部で式辞、あいさつ、功労者表彰、来賓祝辞などを行い、第2部ではアトラクションとして和泉流狂言を
ご覧いただきました。
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清
水
　
文
子
（
土
田
）

健
康
推
進
員
と
し
て
健
康
の
増
進
に
貢
献

植
野
　
良
子
（
四
手
）

健
康
推
進
員
と
し
て
健
康
の
増
進
に
貢
献

大
辻
　
喬
夫
（
土
田
）

医
師
と
し
て
地
域
医
療
の
増
進
に
貢
献

大
辻
　
常
男
（
多
賀
）

医
師
と
し
て
地
域
医
療
の
増
進
に
貢
献

岸
邉
　
豊
子
（
尼
子
）

赤
十
字
事
業
の
推
進
と
地
域
に
お
け
る
社

会
福
祉
の
増
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、

ま
た
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地
域
福

祉
の
増
進
に
貢
献

平
木
あ
き
子
（
敏
満
寺
）

赤
十
字
事
業
の
推
進
と
地
域
に
お
け
る
社

会
福
祉
の
増
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
貢
献

山
本
　
き
み
（
大
岡
）

更
生
保
護
事
業
の
推
進
と
地
域
の
犯
罪
や

非
行
の
防
止
活
動
に
貢
献

樋
栄
　
文
江
（
大
杉
）

更
生
保
護
事
業
の
推
進
と
地
域
の
犯
罪
や

非
行
の
防
止
活
動
に
貢
献

平
塚
　
良
子
（
川
相
）

更
生
保
護
事
業
の
推
進
と
地
域
の
犯
罪
や

非
行
の
防
止
活
動
に
貢
献

那
須
　
馨
子
（
佐
目
）

更
生
保
護
事
業
の
推
進
と
地
域
の
犯
罪
や

非
行
の
防
止
活
動
に
貢
献

仁

幸
江
（
土
田
）

更
生
保
護
事
業
の
推
進
と
地
域
の
犯
罪
や

非
行
の
防
止
活
動
に
貢
献

新
谷
　
和
子
（
富
之
尾
）

更
生
保
護
事
業
の
推
進
と
地
域
の
犯
罪
や

非
行
の
防
止
活
動
に
貢
献

杉
江
　
弘
子
（
敏
満
寺
）

更
生
保
護
事
業
の
推
進
と
地
域
の
犯
罪
や

非
行
の
防
止
活
動
に
貢
献

重
森
　
洋
子
（
楢
崎
）

更
生
保
護
事
業
の
推
進
と
地
域
の
犯
罪
や

非
行
の
防
止
活
動
に
貢
献

遠
藤
　
タ
ネ
（
中
川
原
）

母
子
福
祉
推
進
員
と
し
て
ひ
と
り
親
家
庭

の
支
援
に
貢
献

火
口
　

子
（
多
賀
）

地
域
の
栄
養
指
導
業
務
に
貢
献

植
野
比
登
美
（
四
手
）

地
域
の
栄
養
指
導
業
務
に
貢
献

� 

保 

■

教
育
文
化
功
労

中
野
　
幸
彦
（
多
賀
）

教
育
委
員
な
ら
び
に
教
育
委
員
長
と
し
て

教
育
、
文
化
の
発
展
に
貢
献

小
菅
　
照
美
（
敏
満
寺
）

多
賀
中
学
校
学
校
医
と
し
て
生
徒
の
健
康

管
理
、
衛
生
管
理
に
貢
献

藤
本
　
　
直
（
多
賀
）

小
中
学
校
、
幼
稚
園
歯
科
医
と
し
て
歯
の

健
康
管
理
、
衛
生
管
理
に
貢
献

山
口
　
幸
子
（
多
賀
）

薬
剤
師
と
し
て
小
学
校
、
幼
稚
園
の
健
康

管
理
、
衛
生
管
理
に
貢
献

小
川
　
和
子
（
多
賀
）

薬
剤
師
と
し
て
小
中
学
校
、
幼
稚
園
の
健

康
管
理
、
衛
生
管
理
に
貢
献

上
坊
　
　
春
（
川
相
）

生
涯
学
習
講
座
の
講
師
を
務
め
さ
ら
に
グ

ル
ー
プ
の
育
成
に
貢
献

渡
辺
　
守
順
（
東
近
江
市
）

町
史
編
纂
委
員
と
し
て
本
町
の
優
れ
た
文
化

を
発
掘
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
講
師
と

し
て
地
域
学
の
後
継
者
育
成
に
貢
献

大
矢
　
好
夫
（
多
賀
）

空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と
し

て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

藤
内
　
敏
伸
（
川
相
）

大
滝
柔
道
少
年
団
の
指
導
者
と
し
て
青
少

年
の
健
全
育
成
に
貢
献

藤
田
　
　
裕
（
木
曽
団
地
）

多
賀
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と

し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

清
水
　
　
稔
（
多
賀
）

多
賀
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と

し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

若
林
政
次
郎
（
敏
満
寺
）

多
賀
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と

し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

多
賀
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

野
球
の
普
及
に
取
り
組
み
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
と
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

安
田
　
忠
久
（
敏
満
寺
）

多
賀
町
体
育
協
会
理
事
と
し
て
多
賀
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
発
展
に
貢
献

内
堀
三
喜
夫
（
多
賀
）

多
賀
町
体
育
協
会
理
事
と
し
て
多
賀
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
発
展
に
貢
献

松
居
　
　
亘
（
敏
満
寺
）

多
賀
町
体
育
協
会
理
事
と
し
て
多
賀
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
発
展
に
貢
献

滝
川
　
徹
人
（
四
手
）

体
育
指
導
委
員
と
し
て
住
民
の
健
康
づ
く

り
に
貢
献

大
久
保
喜
久
夫
（
萱
原
）

体
育
指
導
委
員
と
し
て
住
民
の
健
康
づ
く

り
に
貢
献

ダ
イ
ニ
ッ
ク
㈱
滋
賀
工
場

ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館

天
文
観
測
を
は
じ
め
音
楽
会
等
本
多
賀
町

文
化
活
動
の
推
進
に
貢
献

■

そ
の
他
功
労

多
賀
町
た
ば
こ
小
売
振
興
会

た
ば
こ
税
の
確
実
な
増
収
を
図
る
た
め
、

た
ば
こ
の
売
上
増
進
と
町
内
買
い
入
れ
の

啓
発
を
行
い
、
町
内
経
済
の
伸
長
に
貢
献

大
矢
俊
夫
（
一
ノ
瀬
）

多
賀
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
理
事
や
（社）
多

賀
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

地
域
活
動
の
推
進
に
貢
献

4広報 たが 12月号

町
勢
発
展
の
た
め
に
功
績
の
あ
っ
た

個
人
・
団
体
の
み
な
さ
ん

功
労
者
表
彰
で
は
、
永
年
に
わ
た
っ
て
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
功
績
の

あ
っ
た
75
人（
団
体
）の
方
に
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
そ
の
功
績
が
称
え
ら
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（

敬
称
略
・
順
不
同
）

■

特
別
功
労

中
川
　
泰
三
（
中
川
原
）

町
長
と
し
て
町
勢
発
展
に
多
大
の
貢
献

八
木
　
進
一
（
尼
子
）

県
議
会
議
員
と
し
て
町
勢
発
展
に
多
大
の

貢
献

小
菅
　
一
彦
（
敏
満
寺
）

地
域
の
健
康
増
進
に
多
大
の
貢
献

■

自
治
功
労

大
倉
　
茂
三
（
一
円
）

町
議
会
議
員
を
務
め
町
勢
発
展
に
貢
献

木
戸
惣
太
郎
（
敏
満
寺
）

町
議
会
議
員
を
務
め
町
勢
発
展
に
貢
献

木
村
重
兵
衛
（
多
賀
）

町
議
会
議
員
を
務
め
町
勢
発
展
に
貢
献

飯
尾
淳
一
郎
（
久
徳
）

町
議
会
議
員
を
務
め
町
勢
発
展
に
貢
献

多
林
　

三
（
富
之
尾
）

町
議
会
議
員
を
務
め
町
勢
発
展
に
貢
献

田
中
　
良
松
（
多
賀
）

町
議
会
議
員
を
務
め
町
勢
発
展
に
貢
献

辻
　
喜
代
門
（
萱
原
）

町
議
会
議
員
を
務
め
町
勢
発
展
に
貢
献

� 

山
口
　
久
男
（
霜
ヶ
原
）

町
議
会
議
員
を
務
め
町
勢
発
展
に
貢
献

米
谷
惣
五
郎
（
富
之
尾
）

助
役
と
し
て
町
勢
発
展
に
ま
た
、
自
治
会

長
と
し
て
町
行
政
の
伸
展
に
貢
献

本
田
　
義
一
（
桃
原
）

収
入
役
と
し
て
町
勢
発
展
に
、
ま
た
自
治

会
長
と
し
て
町
行
政
の
伸
展
に
貢
献

藤
本
　
武
義
（
中
村
）

自
治
会
長
を
努
め
町
行
政
の
伸
展
に
貢
献

大
菅
松
右
衛
門
（
小
原
）

自
治
会
長
を
努
め
町
行
政
の
伸
展
に
貢
献

山
下
　
吟
三
（
佐
目
）

自
治
会
長
を
努
め
町
行
政
の
伸
展
に
貢
献

西
澤
　
治
幸
（
藤
瀬
）

消
防
団
員
と
し
て
消
防
行
政
に
貢
献

田
畑
　
菊
雄
（
佐
目
）

消
防
団
員
と
し
て
消
防
行
政
に
貢
献

神
鳥
　
幹
彦
（
多
賀
）

消
防
団
員
と
し
て
消
防
行
政
に
貢
献

種
村
　
安
雄
（
敏
満
寺
）

消
防
団
員
と
し
て
消
防
行
政
に
貢
献

田
辺
　
広
司
（
川
相
）

消
防
団
員
と
し
て
消
防
行
政
に
貢
献

西
尾
　
公
志
（
佐
目
）

消
防
団
員
と
し
て
消
防
行
政
に
貢
献

上
山
　
章
雄
（
落
合
）

消
防
団
員
と
し
て
消
防
行
政
に
貢
献

夏
原
　
譲
治
（
久
徳
）

消
防
団
員
と
し
て
消
防
行
政
に
貢
献

神
細
工
宗
宏
（
川
相
）

消
防
団
員
と
し
て
消
防
行
政
に
貢
献

杉
原
　
正
明
（
多
賀
）

消
防
団
員
と
し
て
消
防
行
政
に
貢
献

澤
田
藤
司
浩
（
久
徳
）

消
防
団
員
と
し
て
消
防
行
政
に
貢
献

田
中
　
信
也
（
川
相
）

消
防
団
員
と
し
て
消
防
行
政
に
貢
献

小
財
　
　
豊
（
久
徳
）

消
防
団
員
と
し
て
消
防
行
政
に
貢
献

小
川
　
泰
宏
（
久
徳
）

消
防
団
員
と
し
て
消
防
行
政
に
貢
献

■

産
業
経
済
功
労

土
田
　
一
善
（
土
田
）

農
業
委
員
と
し
て
地
域
の
発
展
と
農
業
振

興
に
貢
献

平
居
　
昭
朗
（
多
賀
）

農
業
委
員
と
し
て
地
域
の
発
展
と
農
業
振

興
に
貢
献

西
澤
　
義
雄
（
木
曽
）

農
業
委
員
と
し
て
地
域
の
発
展
と
農
業
振

興
に
貢
献

多
賀
産
直
組
合
（
木
曽
）

先
進
的
に
地
産
地
消
と
し
て
給
食
の
食
材

提
供
活
動
や
農
業
体
験
交
流
活
動
な
ど
を

通
じ
て
農
業
振
興
に
貢
献

■

社
会
福
祉
功
労

小
菅
　
茂
一
（
月
之
木
）

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献

赤
田
喜
美
枝
（
一
円
）

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献

西
村
　
進
一
（
下
水
谷
）

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
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町職員の給与・管理など

6広報 たが 12月号

町職員の給与・管理など

こうなっています！町職員の給与など 
多賀町職員の給与・定員管理等について公表します。 
これは、町民の皆さまに町職員の給与等の実態を知っていただき、 
町政に対するご理解が得られるよう実施するものです。 

１．総括 

2．職員の給与および休暇に関する状況 

（１）人件費の状況（平成１６年度普通会計決算） 

区　分 
住民基本台帳人口 
１６年度末（人） 

歳出額 
Ａ（千円） 

実質収支 
（千円） 

人件費 
Ｂ（千円） 

人件費率 
Ｂ／Ａ（％） 

１６年度 ８，４０６ ３，８６６，８５０ １２８，１５２ ９０５，９７４ ２３．４ 

（注）人件費には、給料と諸手当のほか共済費、退職手当組合負担金、公務災害補償基
金負担金などを含み、特別職に支給される給料・報酬などを含みます。 

（２）職員給与費の状況（平成１７年度普通会計予算） 
給与費（千円） 

区分 職員数 
Ａ（人） 給　　料 職員手当 期末･勤勉手当 計Ｂ 

１人当たり給与費 
Ｂ／Ａ（千円） 

１７年度 １１４ ４２２，３３４ ６６，７８７ １７６，１４６ ６６５，２６７ ５，８３６ 

（注）１職員手当には退職手当を含みません。 
２給与費は当初予算に計上された額です。 

（３）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在） 
平成11年4月1日現在 ９８．７ 

平成16年4月1日現在 ９４．９ 

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の
給与水準を示す指数です。 

（１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成１７年４月１日現在） 

一般行政職 技能労務職 
区分 

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

多賀町 ４１歳１月 ３２０，６９６円 ３５５，６９５円 ５０歳８月 ２７０，２００円 ２８７，４５７円 

国 ４０歳３月 ３２９，７２８円 ３８２，０９２円 ― ― ― 

（注）１「平均給料月額」とは、平成１７年４月１日現在における職員の基本給の平均です。 
２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、
時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。 

（２）職員の初任給の状況（平成１７年４月１日現在） 

多賀町 国 
区　　分 

初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料 

大学卒 １８４，４００円 １７０，７００円 １８４，４００円 
一般行政職 

高校卒 １４８，５００円 １３８，８００円 １４８，５００円 

高校卒 １４５，５００円 － － 
技能労務職 

中学卒 

１７０，７００円 

１３８，８００円 

１３６，０００円 

１２０，６００円 １２８，１００円 － － 

区　　分 

一般行政職 

技能労務職 

大学卒 

高校卒 

高校卒 

中学卒 

経験年数１０年 

２５２，５００円 

２０５，７００円 

１９３，９００円 

１６４，７００円 

経験年数２０年 

２９６，４００円 

２５２，５００円 

２２５，７００円 

１９３，９００円 

経験年数３０年 

３３５，９００円 

２９６，４００円 

２６１，７００円 

２１９，９００円 

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成１７年４月１日現在） 

給与付与日数（A） 

日 

４,３９０ 

総取得日数（B） 

日 

１,１４５ 

全体職員数（C） 

人 

１１５ 

平均取得日数（B/C） 

日 

９．９ 

取得率（B/A） 

％ 

２６．１ 

（４）年次有給休暇の使用状況（平成16年１月1日～平成16年12月31日） 

育児休業取得状況 新たに育児休業が取得可能となった 
職員の育児休業取得状況 

育児休業 
取得者数 

部分休業 
取得者数 

育児休業 
対象者数 

育児休業 
取得者数 

部分休業 
取得者数 

男性 

０ 

女性 

７ 

男性 

０ 

女性 

０ 

男性 

１ 

女性 

３ 

男性 

０ 

女性 

３ 

男性 

０ 

女性 

０ 

（５）育児休業および部分休業の取得状況（平成１６年度） 

3．一般行政職の級別職員数等の状況 

4．職員の手当の状況 

（注）１多賀町の給与条例に基づく級別区分による職員数です。 
２標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 

区　　分 

１ 級  

２ 級  

３ 級  

４ 級  

５ 級  

６ 級  

７ 級  

８ 級  

標準的な職務内容 

主事補・技師補 

主事・技師・保育士 

主任主事・主任技師・保育士 

主任・係長・保育士 

係長・園長補佐 

課長補佐・所長 

課長・参事・園長 

課長 

職員数 

２人 

１０人 

１６人 

１４人 

２５人 

１２人 

１７人 

５人 

構成比 

2％ 

10％ 

16％ 

14％ 

24％ 

12％ 

17％ 

5％ 

一般行政職の級別職員数の状況（平成１７年４月１日現在） 

（３）調整手当（平成１７年４月１日現在） 

支給対象 
地　　域 

全　　域 

支給率 

２％ 

支給対象 
職員数 

全職員 

国の制度 
（支給率） 

１０％以内 

支給実績 
（平成１６年度決算） 

８，５８０千円 

支給職員１人当たり 
平均支給年額（１６年度決算） 

７５，９２９円 

（４）特殊勤務手当（平成１７年４月１日現在） 

支給実績（１６年度決算） ０千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（１６年度決算） ０　円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（１６年度） ０　％ 

手当の種類（手当数） ４ 

（２）退職手当（平成１７年４月１日現在） 

多　賀　町 
自己都合 勧奨 定年 
２１．００月分 ３２．７６月分 ２７．３０月分 
３３．７５月分 ４２．１２月分 ４２．１２月分 
４７．５０月分 ５９．２８月分 ５９．２８月分 
５９．２８月分 ５９．２８月分 ５９．２８月分 

（支給率） 
勤続２０年 
勤続２５年 
勤続３５年 
最高限度額 
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 

２％～２０％加算 

国 
自己都合 勧奨 定年 
２１．００月分 ２７．３０月分 ２７．３０月分 
３３．７５月分 ４２．１２月分 ４２．１２月分 
４７．５０月分 ５９．２８月分 ５９．２８月分 
５９．２８月分 ５９．２８月分 ５９．２８月分 

（支給率） 
勤続２０年 
勤続２５年 
勤続３５年 
最高限度額 
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 

２％～２０％加算 

（１）期末手当・勤勉手当 

多賀町 国 

（１６年度支給割合） 

６月期 
１２月期 

期末手当 
１．４月分 
１．６月分 

勤勉手当 
０．７月分 
０．７月分 

（１６年度支給割合） 

６月期 
１２月期 

期末手当 
１．４月分 
１．６月分 

勤勉手当 
０．７月分 
０．７月分 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による 
加算措置 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による 
加算措置 

（５）時間外勤務手当 

支給実績 

職員１人当たり平均支給年額 

１５年度決算 

１８，４４４千円 

２２５千円 

１６年度決算 

１５，６５６千円 

１５７千円 

（６）その他の手当（平成１７年４月１日現在） 

手当名 内容および支給単価 

扶養手当 

配偶者 １３，５００円 
その他 2人まで 各６，０００円 
3人目以降 各５，０００円 
満１６歳年度始めから 
満２２歳年度末までの子 各５，０００円加算 

住居手当 
借家・貸間 ２７，０００円（最高限度額） 
持ち家 ２，５００円（新築・購入後5年間） 

通勤手当 
交通機関利用者　運賃等相当額（最高限度額５５，０００円） 
交通用具使用者　２，０００円～２４，５００円 

宿日直手当 勤務一回につき ４，２００円 

国の制度 
との異同 

同 

同 

同 

同 

支給実績 
（１６年度決算） 

１０，６７６千円 

１，６１１千円 

４，８２９千円 

２，２７７千円 

5．特別職の報酬等の状況（平成１７年４月１日現在） 

区 分 期末手当 

７２９，０００円 

６２６，０００円 

５８２，０００円 

給 

料 

町 長 

助 役 

収 入 役 

（１６年度支給割合） 

６月期 １．６月分 

１２月期 １．７月分 

報 

酬 

議 長 

副 議 長 

議員（委員長） 

議 員 

２９６，０００円 

２１７，０００円 

１９３，０００円 

（１６年度支給割合） 

６月期 １．６月分 

１２月期 １．７月分 

退 

職 

手 

当 

町 長 

助 役 

収 入 役 

（算定方式） 

退職時の報酬月額×支給率×勤続月数 

支給率 町長 ４３ 助役 ２６ 

収入役 ２２ 教育長 ２０ 

6．採用、退職および職員数の状況 
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在） 

部 門 増減理由 

退職による 

人事異動 による 

人事異動による 

退職による 

退職による 

議会事務局 

総務課 
（川相支所含） 

企画課 

税務課 

環境生活課 

福祉保健課 

保育園等 

農林商工課 

建設課 

ダム対策課 

会計室 

教育委員会 

幼稚園・小学校 

社会教育課 

図書館等 

公営企業課 

一般行政職 

教育委員会 

公営企業 

合計 

平成１６年度 

２ 

１０ 

７ 

６ 

９ 

１１ 

２３ 

８ 

５ 

２ 

２ 

４ 

１１ 

６ 

９ 

８ 

１２３ 

平成１７年度 

２ 

９ 

６ 

６ 

１０ 

１１ 

２０ 

８ 

５ 

２ 

２ 

４ 

１１ 

６ 

８ 

８ 

１１８ 

増減数 

△１ 

△１ 

１ 

△３ 

△１ 

△５ 

（２）年齢別職員構成の状況（平成１７年４月１日現在） 

区　分 

職員数 

２０歳 

未満 

０人 

２０歳 

～ 

２３歳 

２人 

２４歳 

～ 

２７歳 

１４人 

２８歳 

～ 

３１歳 

２１人 

３２歳 

～ 

３５歳 

８人 

３６歳 

～ 

３９歳 

１０人 

４０歳 

～ 

４３歳 

８人 

４４歳 

～ 

４７歳 

１８人 

４８歳 

～ 

５１歳 

１８人 

５２歳 

～ 

５５歳 

１４人 

５６歳 

～ 

５９歳 

５人 

６０歳 

以上 

０人 

計 

１１８人 

（３）定員適正化計画の数値目標 

計画期間 

始　　期 終　　期 5年間の削減目標人数 

平成１７年１０月１日 平成２２年４月１日 △２人（△２．６％） 

（４）職員の採用・退職者数 

平成１６年4月2日～ 

平成１７年3月３１日 

平成１７年4月１日 

合　　　計 

平成１６年4月2日～ 

平成１７年3月３０日 

平成１７年3月３１日 

合　　　計 

町長部局 

０ 

２ 

２ 

１ 

５ 

６ 

教育委員会 

０ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

公営企業 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

合　計 

０ 

３ 

３ 

２ 

６ 

８ 

採
　
　
用
　
　
退
　
　
職
 

７．分限および懲戒処分の状況 

平成１６年度 
処 分 者 数 

分限処分 懲戒処分 

０人 ０人 

８．主な研修実績（平成１６年度） 

研　　修　　名 目的および概要 参加人数 

新規採用職員研修 ４ 

課長級職員研修 ７ 

課長補佐級職員研修 ６ 

係長級職員研修 ６ 

財務会計担当職員研修 １ 

土木技術職員部門研修 
（初級） 

１ 

伊集院町行政事務研修 ４ 

湖東地域政策法務研修 

ISO内部品質監査員研修 

２ 

１０ 

自治体職員としての自覚を促すとともに、職務
遂行に必要な基礎知識を習得し、職務遂行能力
の向上を図る。 

管理者として必要な職場の管理能力を高め、実
践的な指導能力を養うとともに、危機管理能力
の養成を図る。 

最新の地方自治の課題について学ぶとともに、
部下を指導・育成するため、管理者の役割であ
る職場研修を積極的に推進するための能力の
向上を図る。 

先進自治体や企業の取り組みを学ぶとともに、
監督者の役割を体系的に理解し、仕事と部下の
管理監督に関する原理原則を習得する。 

財務会計事務を遂行するために必要な基礎的
知識を習得し、実務能力の向上を図る。 

土木技術職員としての必要な基礎的知識、技術
の修得を図り、職務遂行能力の向上を図る。 

兄弟都市である鹿児島県伊集院町へ職員を派
遣し、行政事務の情報交換を図る。 

地方分権を推進するにあたり、自治体職員の法
制執務能力や政策法務能力の向上を図り、市町
が当面する政策課題について、研究し解決能力
を養成する。 

住民が満足する行政サービスを確実に提供し、
さらに継続的に改善するために内部監査員を養
成する。 

９．福利厚生に関する事業 
（１）職員の福利厚生事業の実施状況（平成１６年度） 

多賀町職員交友会（会員数１６３人） 

会員掛金額 ５，３８３千円 

補助金額 １，５００千円 

その他の収入 ５５９千円 

福利厚生事業支出合計額 ７，４１６千円 



こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と

再
発
見

9 広報 たが 12月号

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会
終
了

11
月
19
日
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
横
の
屋

内
多
目
的
運
動
広
場
で
体
育
指
導
委
員

に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
運
動
指
導
士
の
松
見
輝

子
さ
ん
に
よ
り
、
正
し
く
安
全
な
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
方
法
や
実
践
を
指
導
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
習
会
に
参
加
さ

れ
た
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
今
回

学
ん
だ
内
容
を
明
日
か
ら
で
も
生
か
し

て
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
き
た

い
」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
遊
び

楽
し
い
音
楽
が
流
れ
て
く
る
と
、
身

体
が
自
然
に
弾
ん
で
き
ま
せ
ん
か
。
今

回
は
ペ
ア
で
楽
し
め
る
「
リ
ズ
ム
ダ
ン

ス
」
を
紹
介
し
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
中
心
と
し
た
動
き
に
、
簡
単
な
ス
テ

ッ
プ
と
腕
の
動
き
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
で
す
。
ご
家
庭
で
親
子
や
子
供
同
士

で
楽
し
め
る
ほ
か
に
、
お
年
寄
り
の
集

ま
り
に
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
簡
単
に

楽
し
め
ま
す
。
指
導
等
は
海
洋
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

回
っ
て
回
っ
て
ト
ン
パ

（
32
呼
間
）

揺
れ
て
揺
れ
て
キ
ラ
キ
ラ

（
32
呼
間
）

参
考
著
書：

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

㈲
2-

1
6
2
5

（電）
4
8-

1
6
2
5

メ
ー
ル
　b

g
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

スポーツ

8広報 たが 12月号

多
賀
大
社
に
は
、
15
社
も
の
境
内
神

社
が
あ
り
ま
す
。
摂
社
1
社
と
末
社
14

社
で
す
。

摂
社
と
は
、
祭
神
の
親
せ
き
筋
な
ど

の
神
を
祀ま

つ

る
も
の
で
、
本
社
神
の
后き

さ
き

や

御み

子こ

神が
み

な
ど
が
祀
ら
れ
る
社
で
す
。
ま

た
末
社
と
は
、
勧か

ん

請じ
ょ
う

と
い
っ
て
、
崇
敬

者
が
ほ
か
の
神
社
か
ら
境
内
に
招
い
た

神
を
祀
る
社
の
こ
と
で
す
。

日
向

ひ
ゅ
う
が

神
社

15
あ
る
境
内
社
の
う
ち
、
唯
一
の
摂

社
で
あ
る
の
が
、
日
向
神
社
で
す
。
境

内
の
西
端
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

御
祭
神
は
、
天あ

ま

津つ

日ひ

高こ

日ひ

子こ

火ほ

之の

瓊に
に

々ぎ

杵の

命み
こ
と

で
、
多
賀
大
社
の
ご
祭
神
で

あ
る
伊い

邪ざ

那な
ぎ

岐の

命み
こ
と

・
伊い

邪ざ

那な
み

美の

命み
こ
と

の
ひ

孫
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
多
賀
大
社

の
地
主
神
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

結
婚
成
就
の
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て

い
ま
す
。

愛あ
た

宕ご

神
社

愛
宕
神
社
は
、
全
国
に
分
社
8
0
0

あ
ま
り
を
有
し
て
い
ま
す
。御
祭
神
は
、

火
産
霊
神

ほ

む

す

び

の

か

み

で
、
防
火
・
火
伏
せ
の
神
と

し
て
あ
が
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
門
に
向
か
っ
て
右
手
に
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。

秋
葉
神
社

秋
葉
神
社
は
、
神
門
に
向
か
っ
て
右

手
に
愛
宕
神
社
と
な
ら
ん
で
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。
御
祭
神
は
、
火
産
霊

ほ

む

す

び

の

賀か

具ぐ

都つ

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
観
光
協
会

㈲
2-

2
3
4
9

（電）
4
8-

2
3
6
1

役
場
農
林
商
工
課

㈲
2-

2
0
3
0

（電）
4
8-

8
1
1
7

メ
ー
ル
　n

o
rin
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

知ち

神か
み

で
防
火
・
火
伏
せ
の
神
と
し
て
あ

が
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

竈か
ま
ど

神
社

竈
神
社
は
、
能
舞
台
の
横
に
鎮
座
し

て
お
り
、
御
祭
神
は
愛
宕
神
社
と
同
じ

く
火
産
霊
神
で
す
。

実
に
三
社
が
同
じ
く
火
の
神
を
祀
っ

て
お
り
、
い
か
に
昔
の
人
が
火
を
恐
れ

敬
っ
て
い
た
か
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

各
境
内
社
の
御
祭
神
と
御
利
益

御

利

益

学
問
・
試
験
合
格

防
火
・
火
伏
せ

防
火
・
火
伏
せ

五

穀

豊ほ
う

穣
じ
ょ
う

家

内

安

全

建

築

土

木

厄や
く

除よ

け
・
開
運

諸

病

平

癒

殖

産

興

業

子

授

け

商

売

繁

盛

商

売

繁

盛

国

運

隆り
ゅ
う

昌
し
ょ
う

安
産
・
子
育
て

結

婚

成

就

御

祭

神

菅す
が

原わ
ら
の

道み
ち

真ざ
ね

公

火

産

霊

賀

具

都

知

神

火

産

霊

神

大お
お

年と
し
の

神か
み

火

産

霊

神

角つ
の

杙ぐ
い
の

神か
み

・
活い

く

杙ぐ
い
の

神か
み

・
大お

お

富と

道じ
の

神か
み

大お
お

富と

辺べ
の

神か
み

・
面お

も

足た
る
の

神か
み

・
惶か

し
こ

根ね
の

神か
み

櫛く
し

美み

気け

野の

命
み
こ
と

少す
く
な

彦ひ
こ

名な
の

神か
み

天

之

御

中

主

神

速は
や

玉た
ま

之の

男お

神か
み

宇う

迦か

之の

御み

魂た
ま
の

神か
み

蛭ひ
る

児こ
の

命
み
こ
と

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
み

・
豊と

よ

宇う

気け

姫ひ
め
の

神か
み

木こ

之の

花は
な

咲さ
く

哉や

姫ひ
め
の

命
み
こ
と

天
津
日
高
日
子
火
之
瓊
々
杵
命

社

名

天

満

神

社

秋

葉

神

社

愛

宕

神

社

年と
し

神が
み

神

社

竈

神

社

三

宮

神

社

熊

野

神

社

聖ひ
じ
り

神

社

天

神

神

社

熊

野

新

宮

金か
な

咲さ
く

稲い

荷な
り

神
社

夷え
び
す

神

社

神し
ん

明め
い

両

宮

子

安

神

社

日

向

神

社

こころのふるさとたが 再発見

今
年
も
あ
と
ひ
と
月
も
し
な
い
う
ち
に
年
末
と
な
り
、
新
年
を
迎
え
ま
す
。
元
旦

が
ん
た
ん

に

は
、
町
内
の
多
く
の
方
が
、
初
詣

は
つ
も
う
で

に
多
賀
大
社
へ
参
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
そ
の
多
賀
大
社
に
た
く
さ
ん
の
境
内
神
社
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
今
回
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
？
　
多
賀
大
社
の
境
内
神
社
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
こ
め
て
、
一
度
ゆ
っ
く
り
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲日向神社

▲金咲稲荷神社 ▲天満神社
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申
請
免
除
（
半
額
免
除
）
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

〜
保
険
料
の
半
額
を
納
付
し
な
い
と
未
納
期
間
の
扱
い
に
な
り
ま
す
！
〜

国
民
年
金
保
険
料
の
申
請
免
除
を
さ

れ
た
期
間
の
う
ち
、
半
額
免
除
が
承
認

さ
れ
た
期
間
は
、
残
り
の
半
額
分
（
6，

7
9
0
円
）
を
納
付
さ
れ
な
い
と
未
納

期
間
と
同
じ
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
将
来
支
給
さ
れ
る
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な

期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
に
算
入
さ
れ

な
い
だ
け
で
な
く
、
ケ
ガ
や
病
気
で

「
万
が
一
」
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
給

年
金
に
も
税
金
が
か
か
り
ま
す
！

〜
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」の
提
出
は
お
す
み
で
す
か
？
〜

老
齢
や
退
職
に
よ
る
年
金
は
、
所
得

税
法
上
「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得
税
が

課
せ
ら
れ
ま
す
。

課
税
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
よ
り
「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

い
場
合
は
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、

所
得
税
が
多
く
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
方
は
課
税
の
対
象
で
は

な
い
た
め
、「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

①
障
害
年
金
ま
た
は
遺
族
年
金
を
受

け
て
お
ら
れ
る
方

②
老
齢
年
金
を
受
け
て
お
ら
れ
る
65

歳
未
満
の
方
で
、
年
金
額
が
1
0
8

万
円
未
満
の
方

③
老
齢
年
金
を
受
け
て
お
ら
れ
る
65

歳
以
上
の
方
で
、
年
金
額
が
1
5
8

万
円
未
満
の
方

扶
養
親
族
等
申
告
書
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
滋
賀
社
会
保
険
事
務

局
彦
根
事
務
所
年
金
給
付
課
ま
た
は

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』
ま
で
。

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
納

付
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
付
期
限
は
、
通
常
の
保

険
料
と
同
じ
く
翌
月
末
で
す
。
ま
た
、

納
付
期
限
か
ら
2
年
が
経
過
す
る
と
時

効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
滋

賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所
国
民

年
金
業
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
に
よ
る
年
金
相
談

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』
が
便
利
で
す
。

受
付
時
間
■
8
時
30
分
〜
17
時
（
土
曜

日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
ご
利
用
で

き
ま
せ
ん
。）

年
金
相
談
の
時
間
を

延
長
し
て
い
ま
す
！

現
在
、
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
ま
で
、
各
社
会
保
険
事
務
所

に
お
い
て
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、毎
週
月
曜
日
の
時
間
延
長
の
ほ
か
、

第
2
土
曜
日
に
つ
い
て
も
年
金
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。（
大
津
年
金
相
談

セ
ン
タ
ー
は
、
平
日
の
8
時
30
分
か
ら

17
時
ま
で
の
年
金
相
談
の
み
で
時
間
延

長
等
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。）

12
月
の
実
施
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
受
領
お
よ
び
保

険
料
免
除
の
相
談
・
受
付
等
も
行
っ
て

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

■
す
で
に
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の

ご
相
談
は

（電）
0
5
7
0-

0
7-

1
1
6
5

■
こ
れ
か
ら
年
金
を
請
求
さ
れ
る
方

の
ご
相
談
は

（電）
0
5
7
0-

0
5-
1
1
6
5

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
■
12
月
5
日
（月）
、
12
日
（月）
、
19
日

（月）
、
26
日
（月）
（
受
付
時
間
は
19
時

ま
で
）
12
月
10
日
（土）
（
受
付
時
間

は
8
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で
）

場
所
■
滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事

務
所
（
彦
根
市
外
町
1
6
9-

6
）

お
問
い
合
わ
せ

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
こ
と
は

滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所

国
民
年
金
業
務
課

（電）
2
3-

1
1
1
4

年
金
給
付
、
年
金
相
談
に
関
す
る
こ
と
は

滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所

年
金
給
付
課

（電）
2
3-

1
1
1
6

ねんきん

ねんきん あ・ら・かると
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見
直
し
ま
し
ょ
う
！
あ
な
た
の
医
療
費

病
院
等
に
か
か
っ
た
と
き
の

医
療
費
の
総
額
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

医
療
保
険
を
使
っ
て
医
療
機
関
で
治

療
等
を
さ
れ
た
場
合
に
、
窓
口
で
支
払

っ
た
金
額
は
、
全
体
に
か
か
っ
た
医
療

費
の
う
ち
の
一
部
で
、
残
り
は
国
民
健

康
保
険
や
老
人
保
健
等
が
負
担
し
て
い

ま
す
。

た
と
え
ば
、
老
人
医
療
受
給
者
が
病

院
窓
口
で
支
払
っ
た
金
額
が
5
0
0
円

だ
と
す
る
と
、
負
担
割
合
が
一
割
の
方

は
医
療
費
の
総
額
と
し
て
5，

0
0
0

円
も
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
療
費
の
節
約
は
、
皆
さ
ん
の
自
己
負

担
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康
保

険
や
老
人
保
健
等
の
医
療
保
険
制
度
の

健
全
な
運
営
の
た
め
に
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
近
年
は
特
に
老
人
医
療
受
給

者
を
中
心
と
し
た
高
齢
者
の
医
療
費
が

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
医
療
費
の

増
加
は
、
ひ
い
て
は
国
民
健
康
保
険
料

に
影
響
を
及
ぼ
し
、
保
険
料
を
押
し
上

げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
は
、
上
手
に
か
か
る

こ
と
で
有
効
に
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す

か
か
り
方
に
よ
っ
て
は
、
医
療
費
を

ム
ダ
に
使
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

¢

一
つ
の
病
気
で
お
医
者
さ
ん
を

あ
ち
こ
ち
か
え
た
り
、
か
け
も

ち
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

¢

薬
を
も
ら
い
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん

か
？

¢

時
間
外
や
休
日
を
か
ま
わ
ず
受

診
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

¢

必
要
以
上
に
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

上
手
な
医
療
の
か
か
り
方
！

病
院
を
か
え
る
と
、
か
え
る
た
び
に

注
射
や
投
薬
、
検
査
、
処
置
な
ど
を
や

り
直
す
た
め
、
医
療
費
の
ム
ダ
使
い
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
検
査
の
繰
り
返
し

に
よ
っ
て
人
体
に
影
響
が
出
た
り
、
飲

み
合
わ
せ
の
悪
い
薬
を
い
っ
し
ょ
に
飲

ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
健
康
に
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
…

¡

自
分
の
病
気
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
、

検
査
や
薬
が
何
の
た
め
な
の
か
を
お

医
者
さ
ん
に
十
分
聞
き
ま
し
ょ
う
。

¡

信
頼
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
を
も

ち
、
病
院
を
移
る
場
合
は
紹
介
状
を

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

¡

複
数
の
病
院
な
ど
を
受
診
す
る
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
医
者
さ
ん
に
他

の
病
院
な
ど
で
受
診
し
て
い
る
こ
と

を
知
ら
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

¡

別
々
の
病
院
に
か
か
っ
た
と
き
で
も

薬
局
は
同
じ
と
こ
ろ
を
利
用
し
ま
し

ょ
う
。

¡

特
に
老
人
医
療
受
給
者
は
健
康
手
帳

の
医
療
の
記
録
欄
を
活
用
し
、
お
医

者
さ
ん
に
記
録
し
て
も
ら
う
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

適
切
な
受
診
の
た
め
に

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を

お
届
け
し
て
い
ま
す

町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
や

老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い
る
人

に
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
同
じ
月
に
医
療
機
関

で
受
診
し
た
人
の
医
療
費
を
世
帯
ご

と
、
個
人
ご
と
に
お
知
ら
せ
し
て
い
る

も
の
で
す
。

皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
保
険
料
な
ど
を
、
医
療
費
と
し
て
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
、
適
切
な
受
診

を
心
掛
け
て
い
た
だ
く
よ
う
実
施
し
て

い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
環
境
生
活
課

㈲
2-
2
0
3
1

（電）
4
8-

8
1
1
4

メ
ー
ル
　ka

n
kyo

@
ta
g
a
to
w
n
.jp

ひ
と
し
ぼ
り
運
動
に

ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

6
月
か
ら
8
月
に
か
け
、
生
ゴ
ミ
の

水
切
り
を
行
い
、
1
日
1
世
帯
あ
た
り

50
ｇ
の
ご
み
減
量
を
目
標
に
「
ひ
と
し

ぼ
り
運
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
17
年
度

実
施
月
の
増
加
率
は
、
前
年
度
の
増
加

率
に
比
べ
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。

短
期
間
で
あ
っ
た
た
め
、
確
実
な
成

果
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

後
も
こ
の
運
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
環
境
生
活
課

㈲
2-

2
0
3
1

（電）
4
8-

8
1
1
4

メ
ー
ル
　ka

n
kyo

@
ta
g
a
to
w
n
.jp

環境生活

家庭系ごみリバースセンター搬入量（ｔ） 

5月 6月 7月 8月 9月 

平成15年度 
平成16年度 
平成17年度 

100 

90 

80 

70 

60

総務大臣感謝状受賞
石田昭治郎さん（大字多賀）

が11月25日、総務大臣感謝状
を受賞されました。
この感謝状は、選挙管理委員

会の委員、また明るい選挙管理
委員会の委員として、10年以
上在職し、明るい選挙実現に尽
力し、その功績が顕著である方
に対して贈呈されるものです。
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11
月
5
、
6
日
の
2
日
間
、
10
人
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
、
店
作
り
を

し
ま
し
た
。
1
日
目
は
、
朝
か
ら
半
日

か
か
っ
て
8
0
0
枚
以
上
の
ク
ッ
キ
ー

を
焼
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
多
賀

の
商
店
街
に
で
か
け
て
行
き
、
店
の
よ

う
す
や
店
員
さ
ん
の
対
応
の
仕
方
な
ど

を
見
学
し
て
、
6
日
の
出
店
に
備
え
ま

し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
ク
ッ
キ
ー
は
い
か
が
で

す
か
？
」
「
お
い
し
い
よ
」

と
大
き
な
声
で
呼
び
か
け

る
子
ど
も
た
ち
に
周
り

の
地
域
の
方
々
も
温
か

く
こ
た
え
て
く
れ
、
半

日
余
り
で
完
売
し
ま

し
た
。売
上
を
計
算
し
、

募
金
に
協
力
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
一
つ
ひ

と
つ
の
ク
ッ
キ
ー
が
売
れ

て
行
く
時
の
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
お
客
さ
ん
と
の
や
り
と
り

の
中
で
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
人
と
の
関
わ

り
方
も
学
べ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

文
化
の
秋
、
町
内
の
小
中
学
校
で
も

文
化
祭
等
が
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

大
滝
小
学
校
で
は
、
毎
年
恒
例
の

「
大
滝
小
ま
つ
り
」
が
、
10
月
26
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
年
ご
と
に
思
考
を
凝
ら
し
、
ゲ
ー

ム
や
迷
路
、
喫
茶
店
な
ど
で
、
保
護
者

や
祖
父
母
の
方
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

ま
た
、
多
賀
座
の
方
に
来
て
い
た
だ

き
、
狂
言
も
鑑
賞
し
ま
し
た
。

多
賀
中
学
校
で
は
、
11
月
5
日
に
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

弁
論
大
会
や
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の

ほ
か
、
学
年
ご
と
の
発
表
で
は
、
劇

や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
行
わ
れ
、
こ
の

日
の
た
め
に
練
習
し
た
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

12広報 たが 12月号

高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
に
て
、
通

学
合
宿
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
地
元

S
K
O
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
支
え
を

受
け
、
今
年
で
2
回
目
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。

今
年
は
、
2
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で

の
21
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
に

ぎ
や
か
な
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。
夕
食

の
カ
レ
ー
作
り
や
鍋
料
理
作
り
で
は
、

仕
事
を
分
担
し
て
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
上
級
生
の
子

は
、
す
す
ん
で
ご
飯
を
よ
そ
っ
た
り
、

き
ち
ん
と
く
つ
を
そ
ろ
え
て
脱
い
だ
り

し
て
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
の
お
手
本

と
な
っ
て
動
い
て
い
ま
し
た
。

夕
食
時
に
は
、
み
ん
な
で
の
楽
し
い

お
し
ゃ
べ
り
会
が
始
ま
り
、
学
年
を
超

え
た
仲
の
良
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
の
ふ
れ

あ
い
も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

10
月
29
日
と
31
日
に
多
賀
町
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
主
催
の
「
子
育
て

サ
ロ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２９
日
は
清
涼
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
子
ど
も
た
ち
45
人
と
保
護
者
の

方
30
人
、
31
日
に
は
大
滝
幼
稚
園
で
子

ど
も
た
ち
31
人
と
保
護
者
の
方
25
人
が

参
加
し
、
親
子
体
操
、
紙
芝
居
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
は
、
民
生

委
員
児
童
委
員
さ
ん
が
す
べ
て
手
づ
く

り
で
計
画
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子

育
て
真
っ
最
中
の
保
護
者
の
方
と
民
生

委
員
児
童
委
員
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
ふ

れ
あ
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、

保
護
者
の
方
が
子
育
て
の
悩
み
な
ど
を

気
軽
に
相
談
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題 まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題

大滝小学区
通学合宿

ふ
れ
あ
い
・
助
け
合
い

学
年
を
超
え
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
感

民生委員
児童委員

子
育
て
サ
ロ
ン

み
ん
な
で
遊
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た

中央公民館

子
ど
も
商
い
塾
が
「
た
が
楽
市
」
に

手
作
り
ク
ッ
キ
ー
屋
さ
ん
を

出
店
し
ま
し
た
！

小中学校の
秋の催し

大
滝
小
ま
つ
り
＆
多
賀
中
文
化
祭
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社会を明るくする運動

社会を明るくする運動標語
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償
却
資
産
の
申
告
は
1
月
31
日
ま
で
に

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
と
給
与
支
払
報
告
書

固
定
資
産
の
償
却
資
産
は
、
毎
年
1

月
1
日
現
在
の
資
産
に
つ
い
て
申
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で
工

場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
お
ら
れ
る

方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
機
械
・
器
具
・
備
品
等
を

い
い
ま
す
。

そ
の
内
容
を
例
示
し
ま
す
と
、

①
構
築
物（
煙
突
・
鉄
塔
・
岸
壁
な
ど
）

②
機
械
お
よ
び
装
置
（
旋
盤
・
ポ
ン

プ
・
動
力
配
線
設
備
な
ど
）

③
船
舶

④
航
空
機

⑤
車
両
お
よ
び
運
搬
具
（
大
型
特
殊
自

動
車
な
ど
）

⑥
工
具
、
器
具
、
備
品
（
机
・
い
す
・

ロ
ッ
カ
ー
・
切
削
道
具
な
ど
）

な
ど
の
事
業
用
資
産
で
す
。

た
と
え
ば
、
ミ
シ
ン
を
家
庭
用
と
し

て
使
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
課
税
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
縫
製
工
場
等

で
事
業
用
と
し
て
使
用
し
て
い
る
場
合

は
償
却
資
産
と
し
て
課
税
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
な
お
、

（イ）

耐
用
年
数
1
年
未
満
の
資
産

（ロ）

取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産

で
法
人
税
法
等
の
規
定
に
よ
り
、

一
時
に
損
金
算
入
さ
れ
た
も
の

（
い
わ
ゆ
る
少
額
償
却
資
産
）

（ハ）

取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産

平
成
17
年
中
に
給
与
等
（
給
料
・
賃

金
な
ど
）
を
支
払
っ
た
支
払
者
は
、「
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」
を
作
成
し
、

平
成
18
年
1
月
31
日
ま
で
に
す
べ
て
の

受
給
者
に
交
付
す
る
と
と
も
に
、
一
定

金
額
以
上
の
受
給
者
の
も
の
は
税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」

社
会
保
険
料
等
の

控
除
証
明
書
・
領
収
書
は

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
か

平
成
17
年
分
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

際
に
は
、
社
会
保
険
料
等
の
控
除
証
明

書
・
領
収
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

特
に
、
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
分
か
ら
社
会
保
険
庁
が

発
行
す
る
「
控
除
証
明
書
」
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。（「
控
除
証
明
書
」
は
11
月
初
め
に

発
送
さ
れ
て
い
ま
す
。）

確
定
申
告
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
皆

さ
ま
に
ご
迷
惑
お
か
け
し
な
い
た
め
に

も
、
保
険
料
の
控
除
証
明
書
・
領
収
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

生
命
保
険
・
損
害
保
険
料

控
除生

命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
対
象
と
な
る

保
険
料
を
支
払
わ
れ
た
金
額
の
証
明
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
領
収
書
と
間
違

え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

と
同
時
に
複
写
作
成
さ
れ
る
「
給
与
支

払
報
告
書
」
は
、
金
額
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
、
受
給
者
の
住
所
地
の
市
町
村

に
す
べ
て
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
確
定
申
告
に
は
、
給
与
所
得

者
に
交
付
さ
れ
ま
す
源
泉
徴
収
票
の
添

付
が
必
要
で
す
。

で
法
人
税
法
等
の
規
定
に
よ
り
3

年
以
内
に
一
括
し
て
均
等
償
却
す

る
も
の
（
い
わ
ゆ
る
一
括
償
却
資

産
）

（ニ）

自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
税
の
対

象
と
な
る
も
の

は
、
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

（
（ロ）
、
（ハ）
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
個
別

の
資
産
ご
と
の
耐
用
年
数
に
よ
り
、
通

常
の
減
価
償
却
を
行
っ
て
い
る
も
の
は

課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

こ
の
よ
う
に
事
業
の
た
め
に
用
い
ら

れ
る
償
却
資
産
が
あ
る
場
合
は
、
1
月

31
日
ま
で
に
役
場
税
務
課
へ
申
告
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

町
税
・
県
税
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
町
税

や
県
税
は
、
福
祉
・
教
育
な
ど
、
住
民

の
方
々
へ
の
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

町
と
県
で
は
、
12
月
を
県
下
共
通

の
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
、

事
情
な
く
滞
納
さ
れ
て
い
る
方
々
に

対
し
、
税
の
公
平
な
負
担
の
観
点
か

ら
、
一
斉
に
重
点
的
な
滞
納
整
理
を

行
い
ま
す
。

も
し
納
税
さ
れ
て
い
な
い
と
、
財
産

（
給
与
・
預
金
等
）
を
調
査
し
、
差
し

押
さ
え
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

も
う
一
度
、
納
め
忘
れ
が
な
い
か
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
…

県
税
…
湖
東
地
域
振
興
局
税
務
課

納
税
担
当
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町
税
…
役
場
税
務
課

今
月
の
町
税

固
定
資
産
税

3

期

国
民
健
康
保
険
税

8

期

納
　
　
期
　
　
限

1
月
4
日

お
問
い
合
わ
せ

役
場
税
務
課

㈲
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2
0
4
1
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8
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1
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税

「
あ
な
た
の
〝
笑
顔
〞
が
　
犯
罪
を
防
ぐ
宝
で
す
」

小
原

足
立
　
輝
夫

「
笑
顔
と
和
で
こ
の
町
を
守
ろ
う
犯
罪
を
な
く
そ
う
!!
」

小
原

足
立
　
輝
夫

「
手
を
と
っ
て
交
わ
す
笑
顔
で
い
き
い
き
社
会
」

閑
居
　
愚
人

「
多
賀
の
子
は
　
い
つ
も
元
気
に
　
笑
っ
て
る
」

多
賀
小
学
校
6
年
生

大
橋
　
拓
也

「
み
ん
な
の
笑
顔
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
多
賀
小
学
校
」

多
賀
小
学
校
6
年
生

中
野
　
真
衣

「
友
達
と
　
仲
よ
く
し
よ
う
い
つ
ま
で
も
」

多
賀
小
学
校
6
年
生

畠
　
　
瑞
希

「

明

る

い

　

笑

顔

の

　

多

賀

町

民

」

多
賀
小
学
校
6
年
生

小
財
　
佑
樹

「
友
達
は
　
い
つ
も
笑
顔
を
　
見
せ
て
い
る
」

多
賀
小
学
校
6
年
生

中
居
　
和
也

「

笑

顔

を

大

切

に

」

多
賀
小
学
校
6
年
生

豊
田
　
芳
弘

「
み
ん
な
い
つ
で
も
　
元
気
な
　
多
賀
町
」

多
賀
小
学
校
6
年
生

七
里
　
玲
美

「
み
ん
な
が
笑
う
　
多
賀
町
　
町
作
り
」

多
賀
小
学
校
6
年
生

新
谷
　
英
莉

「
毎
日

み
ん
な
に
こ
に
こ
笑
顔
を
作
ろ
う
」

多
賀
小
学
校
6
年
生

久
保
田
真
央

「
多
賀
小
は
　
笑
顔
が
た
え
な
い
　
学
校
だ
」

多
賀
小
学
校
6
年
生

有
元
　
寛
太

「
い
つ
で
も
ニ
コ
ニ
コ
　
多
賀
っ
子
元
気
」

多
賀
小
学
校
6
年
生

岸
邉
　
珠
愛

「
に
こ
に
こ
と
　
明
る
い
社
会
を
　
き
ず
こ
う
よ
」

多
賀
小
学
校
6
年
生

左
近
上
翔
太

「
広
げ
よ
う
　
多
賀
の
町
に
　
明
る
い
笑
顔
を
」

大
滝
小
学
校
6
年
生

坂
上
　
正
知

「
明
る
い
笑
顔
で
　
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
」

大
滝
小
学
校
6
年
生

佐
久
間
　
梓

「
あ
な
た
の
笑
顔
　
皆
の
元
気
に
　
つ
な
が
る
よ
」

多
賀
中
学
校
2
年
生

米
谷
　
志
穂

「
誰
か
が
笑
え
ば
み
ん
な
の
顔
に
も
笑
顔
が
さ
く
よ
」

多
賀
中
学
校
2
年
生

山
口
ひ
と
み

「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
明
る
い
社
会
の
第
一
歩
」

多
賀
中
学
校
2
年
生

上
野
友
香
理

「

楽

し

も

う

笑

う

こ

と

こ

そ

人

生

だ

」

多
賀
中
学
校
2
年
生

新
谷
　
　
友

「
社
会
を

笑
顔
に
し
よ
う
世
界
に
も
」

多
賀
中
学
校
2
年
生

林
　
　
幸
平

「
た
く
さ
ん
の

笑
顔
が
咲
け
ば

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
に
」

多
賀
中
学
校
2
年
生

北
川
　
瑞
生

「
笑
顔
咲
く
あ
い
さ
つ
か
わ
す
　
町
づ
く
り
」

多
賀
中
学
校
2
年
生

藤
川
　
扇
凡

「
笑
い
声
空
い
っ
ぱ
い
に
ひ
び
い
て
る
」

多
賀
中
学
校
2
年
生

土
阪
　
英
里

「

元

気

に

な

る

に

は

　

笑

顔

も

必

要

」

多
賀
中
学
校
2
年
生

田
中
　
美
穂

「

こ

わ

い

顔

よ

り

笑

顔

が

一

番

」

多
賀
中
学
校
2
年
生

久
保
田
菜
央

「
あ
い
さ
つ
を
　
明
る
く
笑
っ
て
　
し
て
い
こ
う
」

多
賀
中
学
校
2
年
生

北
川
　
賢
一

「
あ
い
さ
つ
を
　
笑
顔
で
す
れ
ば
　
い
い
社
会
」

多
賀
中
学
校
2
年
生

石
田
　
耕
太

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
で
は
、
非
行
や
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

め
ざ
し
て
、
啓
発
事
業
・
広
報
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運

動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
に
小
学
校
6
年
生
の
児
童
さ

ん
、
中
学
校
2
年
生
の
生
徒
さ
ん
に
標
語
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
さ
ん
の
気
持
ち
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
ば
か

り
で
す
。
ま
た
、
一
般
の
方
か
ら
も
多
数
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
月

に
引
き
続
き
、
順
次
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。（
順
不
同
）
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こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

接
種
の
方
は
、
平
成
18
年
3
月
末
ま
で

に
上
記
の
病
院
で
接
種
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

☆
必
ず
事
前
に
電
話
予
約
の
上
、
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課

㈲
2-
2
0
2
1

（電）
4
8-

8
1
1
5

メ
ー
ル
　h

o
ke
n
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

快
適
に
生
き
る
こ
と
を
支
え
る
歯
の
健
康

80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本

以
上
保
つ
と
い
う
「
8
0
2
0
運
動
」

は
、
健
康
日
本
21
（「
す
べ
て
の
国
民

が
健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
活

力
あ
る
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
国

で
定
め
ら
れ
た
も
の
）
の
中
で
も
目
標

の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
歯
科

保
健
の
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、「
8
0
2
0
運
動
」
が
は

じ
ま
っ
た
17
年
前
と
比
べ
て
80
歳
時
の

自
分
の
歯
が
4
本
か
ら
9
本
へ
増
え
ま

し
た
。

口
の
中
の
状
態
は
、
全
身
の
健
康
状

態
と
深
い
関
係
が
あ
り
、
歯
の
健
康
は

長
寿
時
代
を
快
適
に
生
き
る
た
め
に
非

常
に
大
切
で
す
。
調
査
に
よ
る
と
、
80

歳
以
上
で
8
0
2
0
達
成
者
の
医
療
費

は
、
そ
う
で
な
い
方
よ
り
2
割
程
度
少

な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
か

み
合
わ
せ
が
悪
い
と
内
臓
が
悪
く
な
っ

た
り
、肩
こ
り
や
腰
痛
を
起
こ
し
た
り
、

さ
ら
に
歯
が
な
い
と
か
み
し
め
た
と
き

の
刺
激
が
伝
わ
り
づ
ら
く
認
知
症
に
な

り
や
す
か
っ
た
り
と
い
う
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

歯
周
病
と
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
も
研

究
が
進
み
、
肥
満
や
糖
尿
病
と
の
関
係

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

口
の
中
の
状
態
は
、
そ
の
人
の
健
康

状
態
を
左
右
す
る
…
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
の
時
代

か
ら
、
自
分
の
歯
を
正
し
く
手
入
れ
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

多
賀
町
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
、
口
腔

こ
う
く
う

、
歯
に
関
す
る
相
談
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課

㈲
2-

2
0
2
1

（電）
4
8-

8
1
1
5

メ
ー
ル
　h

o
ke
n
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

福祉保健
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地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
育
つ
多
賀
幼
稚
園

多
賀
幼
稚
園
で
は
、
地
域
に
開
か
れ

た
幼
稚
園
を
め
ざ
し
て
、
年
間
を
通
し

て
未
就
園
児
や
地
域
の
方
々
と
触
れ
合

う
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
関
わ
る
こ
と
で

心
が
通
い
合
い
、
目
に
は
見
え
な
い
豊

か
な
心
が
育
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

よ
う
こ
そ
『
ふ
れ
あ
い
幼
稚
園
』
へ

月
に
1
〜
2
回
、
未
就
園
児
と
幼
稚

園
児
が
一
緒
に
遊
ぶ
『
ふ
れ
あ
い
幼
稚

園
』
の
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

「
今
日
は
幼
稚
園
に
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。」

と
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
楽
し

い
遊
び
が
始
ま
り
ま
す
。
歌
を
歌
っ
た

り
、
手
遊
び
を
し
た
り
、
季
節
ご
と
の

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び
な

ど
、
異
年
齢
が
仲
良
く
触
れ
合
う
交
流

を
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
っ

て
い
ま
す
。

幼
稚
園
で
の
遊
び
を
経
験
し
な
が

ら
、
保
護
者
の
方
も
、
子
育
て
な
ど
の

会
話
が
弾
み
、
親
子
と
も
に
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
が
流
れ
て
い
ま
す
。

『
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
』
盛
会
に
終
わ
る

大
勢
の
地
域
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
大
盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
の
鼓
隊
演
奏
や
歌
で
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
で
地
域
の
皆
さ
ま
を
歓
迎

し
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
展
、
各
種
工
作
、
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
シ
ョ
ッ
プ
は
役
員

さ
ん
が
担
当
し
て
く
だ
さ
り
、
レ
ス
ト

ラ
ン
「
ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ
」
は
年
長
ひ
ま

わ
り
組
が
担
当
し
ま
し
た
。「
い
ら
っ
し

ゃ
い
！

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
ど
う

ぞ
。」
な
ど
楽
し
く
声

か
け
を
し
、
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
P
T
A
と
園
児
、

地
域
の
方
々
と
が
触

れ
合
い
、
和
や
か
な

雰
囲
気
い
っ
ぱ
い
の

一
日
で
し
た
。

い
く
せ
い

本
年
度
の
社
会
環
境
部
会

重
点
活
動
状
況
に
つ
い
て

多
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

社
会
環
境
部
会
長
　
池
尻
　
力

社
会
環
境
部
会
で
は
、「
た
く
ま
し

く
伸
び
よ
う
、
伸
ば
そ
う
多
賀
の
子
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
本
年
度
は
主
な

活
動
内
容
と
し
て
次
の
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

酒
、
タ
バ
コ
の
自
動
販
売
機
の

夜
間
自
粛
規
制
の
継
続
管
理

昨
年
度
の
活
動
で
、
町
内
の
自
販
機

の
夜
間
規
制
実
態
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の

箇
所
で
夜
間
規
制
さ
れ
て
お
り
、
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
見
直

し
活
動
は
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
、
本
年
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
落
書
き
消
し
隊
」
の
編
成
と
、

落
書
き
を
し
な
い
社
会
環
境
づ
く
り

す
ば
ら
し
い
景
観
を
損
ね
て
し
ま
う

落
書
き
が
町
内
に
十
数
箇
所
あ
り
ま
す
。

社
会
環
境
部
会
で
は
、
落
書
き
消
し
隊

を
編
成
し
、
み
ん
な
が
現
状
を
理
解
し

て
、
み
ん
な
の
手
で
落
書
き
を
消
す
作

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
作
業
を
通
じ

て
各
人
が
何
か
を
感
じ
取
り
、
心
の
転

機
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

11
月
3
日
、
常
任
委
員
と
地
元
有
志

の
方
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
落
書
き
消

し
の
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
業
者
に

委
託
し
た
程
の
仕
上
が
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
を
機
に
落
書
き
を
し
な

い
心
の
転
機
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
、
落
書
き
消
し
隊
は
、
落
書

き
を
消
す
の
が
目
的
で
な
く
、
落
書
き

を
す
る
罪
悪
の
芽
を
摘
み
取
る
過
程
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

多賀幼稚園・いくせい

麻
し
ん
・
風
し
ん

予
防
接
種
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
、
予
防
接

種
法
の
改
正
に
よ
り
、
麻
し
ん
と
風
し

ん
の
予
防
接
種
が
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
な

り
、2
回
接
種
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

現
在
は
生
後
12
カ
月
〜
7
歳
5
カ
月

の
間
に
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
、
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
を
1
回
ず
つ
接
種
し
て
い
ま

す
が
、
来
年
4
月
か
ら
は
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
2
回
接
種
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
1
期
は
生
後
12
カ
月
か
ら
24
カ
月

の
間
、
第
2
期
は
5
歳
か
ら
7
歳
の
間

に
接
種
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
制
度
が
変
わ
る
た
め
、

来
年
4
月
以
降
は
現
在
の
単
独
の
麻
し

ん
ワ
ク
チ
ン
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
が
定
期
の
予
防
接
種
で
は
使
用

さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
在
生
後
12
カ
月
〜
7

歳
5
カ
月
ま
で
の
幼
児
で
、
麻
し
ん
ワ

ク
チ
ン
お
よ
び
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
が
未

麻しんワクチン・風しんワクチン接種可能病院

病 院 名 住　　　所 電話番号

彦根市立病院 彦根市八坂町1882 22-6050

友仁山崎病院 彦根市竹ヶ鼻町80 23-1800

彦根中央病院 彦根市西今町421 23-1211

豊郷病院 豊郷町八目12 35-3001

▲ふれあい幼稚園のよ
うす

tバザーのようす

tコツコツと消して
いきます
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図
書
館

お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
は

な
し
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
■
12
月
17
日
（土）
、24
日
（土）
15
時
〜

場
所
■
お
は
な
し
の
へ
や

映
画
会

日
時
■
12
月
10
日
（土）

15
時
〜

場
所
■
2
階
・
大
会
議
室

内
容
■
「
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
―
プ
ー
さ

ん
の
お
ひ
っ
こ
し
―
」

プ
ー
さ
ん
が
ひ
っ
こ
し
す
る
!?

森
の
仲
間
た
ち
は
お
別
れ
パ
ー

テ
ィ
ー
を
ひ
ら
き
ま
す
が
…
。

敏
満
寺
遺
跡
発
掘
調
査
速
報

敏
満
寺
遺
跡
の
中
世
墓
地
（
石
仏
谷

墓
跡
）
が
、
先
ご
ろ
国
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
将
来
的
に
は
敏
満
寺
遺

跡
全
体
に
史
跡
の
範
囲
を
広
げ
、
保
存

活
用
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

そ
こ
で
、
多
賀
町
教
育
委
員
会
は
石

仏
谷
墓
跡
周
辺
に
残
る
平
坦
地
の
性
格

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
今
年
10
月
よ

り
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
地
は
、
胡
宮
神
社
か
ら
石
仏
谷

墓
跡
の
間
に
存
在
す
る
平
坦
地
の
一
つ

で
す
。
表
土
を
除
去
す
る
と
一
面
に
炭

の
層
が
広
が
り
、
そ
の
周
辺
で
は
輸
入

陶
磁
器
の
破
片
や
鉄
釘
な
ど
が
発
見
さ

れ
て
お
り
、
寺
院
に
関
係
す
る
建
物
が

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
炭
層
は
、

敏
満
寺
が
何
度
か
焼
き
討
ち
に
あ
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
示
す
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
炭
層
の
下
は
整
地
さ
れ
た
よ

う
す
が
う
か
が
わ
れ
、
石
垣
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
石
垣
は
、
敏
満
寺
で
は
城

郭
施
設（
多
賀
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
付
近
）

で
一
部
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ

れ
て
い
る
の
み
で
、
寺
院
に
関
す
る
も

の
は
未
発
見
で
し
た
が
、
今
回
の
発
見

に
よ
り
百
済
寺
や
金
剛
輪
寺
な
ど
と
同

様
に
、
石
垣
施
設
を
持
っ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、発
掘
調
査
の
成
果
を
整
理
し
、

あ
ら
た
め
て
そ
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

現
地
説
明
会
の
お
知
ら
せ

日
時
■
12
月
10
日
（土）

10
時
〜
（
小
雨

決
行
）

集
合
場
所
■
胡
宮
神
社
境
内

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー

㈲
2-

0
3
4
8

（電）
4
8-

0
3
4
8

メ
ー
ル
　b

u
n
ka
za
i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

人
形
劇

日
時
■
12
月
11
日
（日）

15
時
〜

場
所
■
2
階
・
大
会
議
室

内
容
■
『
ぱ
る
お
じ
さ
ん
の
わ
く
わ
く

シ
ア
タ
ー
』

人
形
劇
団
京
芸
の
「
ぱ
る
お
じ
さ

ん
」に
よ
る
楽
し
い
人
形
劇
で
す
。

5
歳
児
絵
画
展

町
内
の
保
育
園
･
所
、
幼
稚
園
の
5

歳
児
さ
ん
た
ち
の
絵
画
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

会
期
■
12
月
3
日
（土）
〜
25
日
（日）

場
所
■
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
・
ホ
ー
ル

雑
誌
等
お
わ
け
会

図
書
館
で
不
要
に
な
り
ま
し
た
雑
誌

な
ど
を
、
ご
希
望
の
方
に
無
料
で
お
わ

け
し
ま
す
。

日
時
■
12
月
10
日
（土）

10
時
開
始

12
月
28
日
（水）

17
時
ま
で

会
場
■
図
書
館
・
対
面
朗
読
室

12
月
の
休
館
日

5
、
6
、
12
、
13
、
19
、
20
、
26
、

27
、
29
、
30
、
31
日

※
年
末
年
始
は
、
12
月
29
日
（木）
か
ら
1

月
3
日
（火）
ま
で
の
間
休
館
し
ま
す
。

移
動
図
書
館
さ
ん
さ
ん
号

A
コ
ー
ス
■
12
月
2
日
（金）
、
同
16
日
（金）

（
藤
瀬
・
川
相
・
大
滝
小
学
校
・

大
杉
・
萱
原
保
育
所
・
富
之
尾
保

育
園
）

B
コ
ー
ス
■
12
月
13
日
（火）
、
同
27
日
（火）

（
大
君
ヶ
畑
・
多
賀
清
流
の
里
・

多
賀
小
学
校
・
＊
・
猿
木
・
多
賀

さ
さ
ゆ
り
保
育
園
）

※
13
日
が
多
賀
幼
稚
園
、
27
日
が
犬

上
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
立
図
書
館

㈲
2-

1
1
4
2

（電）
4
8-

1
1
4
2

メ
ー
ル
　to

s
h
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

図書館・文化財
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観
察
会

湖
北
水
鳥
の
観
察
会

冬
の
琵
琶
湖
に
は
毎
年
、
北
の
国

か
ら
た
く
さ
ん
の
水
鳥
が
や
っ
て
き

ま
す
。
今
回
は
湖
北
町
に
バ
ス
で
出

か
け
て
、
冬
の
使
者
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、

オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
、
オ
オ
ワ
シ
を
は
じ

め
と
し
た
鳥
を
観
察
し
ま
す
。
水
鳥

の
多
さ
と
オ
オ
ワ
シ
の
飛
び
立
つ
姿

多
賀
の
ゆ
か
い
な
生
き
物
図
鑑
⑥

実
は
、
ア
ヒ
ル
は
親
せ
き
で
す

マ
ガ
モ

冬
が
せ
ま
っ
て
き
た
こ
の
時
期
、

北
の
国
か
ら
の
使
者
が
多
賀
に
も
や

っ
て
き
ま
す
。
カ
モ
な
ど
の
水
鳥
た

ち
で
す
。
し
か
し
、「
カ
モ
」
と
い
う

名
前
の
鳥
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
実
は
、

カ
モ
科
の
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
鳥
を

ま
と
め
て
私
た
ち
が
カ
モ
と
よ
ん
で

い
る
の
で
す
。
意
外
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
町
内
で
も
10
種
類
近
く
の
カ

モ
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。今

回
は
そ
の
中
で
も
色
鮮
や
か
な

マ
ガ
モ
を
紹
介
し
ま
す
。
マ
ガ
モ
は

ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
ア
メ
リ

カ
な
ど
北
半
球
に
広
く
生
息
し
て
い

る
鳥
で
、
多
賀
町
で
は
、
一
円
に
あ

る
野
鳥
の
森
や
萱
原
の
犬
上
ダ
ム
湖
、

多
賀
の
高
宮
池
な
ど
多
く
の
場
所
で

冬
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

体
の
色
が
オ
ス
と
メ
ス
で
異
な
っ
て

い
る
の
で
、
す
ぐ
に
オ
ス
と
メ
ス
を

見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

オ
ス
（
写
真
右
）
は
、
く
ち
ば
し
が

黄
色
く
、
頭
は
緑
色
を
し
て
お
り
、

首
に
は
白
色
の
輪
模
様
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
全
体
的
に
鮮
や
か
な
印
象

を
う
け
ま
す
。
逆
に
メ
ス
（
写
真
左
）

は
、
体
全
体
が
茶
色
を
し
て
お
り
、

や
や
地
味
に
見
え
ま
す
。
オ
ス
の
羽

が
派
手
な
の
は
、
こ
の
時
期
が
繁
殖

期
で
あ
り
、
メ
ス
に
ア
ピ
ー
ル
を
す

る
た
め
で
す
。
カ
モ
の
仲
間
は
日
本

に
や
っ
て
く
る
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

お
嫁
さ
ん
が
決
ま
る
の
で
、
オ
ス
の

方
も
お
嫁
さ
ん
を
探
す
た
め
に
必
死

な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
（
笑
）。

実
は
、
こ
の
マ
ガ
モ
を
飼
育
し
て

家か

禽き
ん

に
し
た
も
の
が
ア
ヒ
ル
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
ア
ヒ
ル
と
マ
ガ
モ
を

交
配
さ
せ
た
も
の
が
ア
イ
ガ
モ
な
の

で
す
。
私
た
ち
の
身
近
に
い
る
家
畜

や
家
禽
は
野
生
の
動
物
を
改
良
し
て

つ
く
ら
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
の

で
す
が
、
マ
ガ
モ
の
よ
う
に
ご
先
祖

さ
ま
が
近
く
で
観
察
で
き
る
動
物
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
水
鳥
が
よ
く

観
察
で
き
ま
す
。
博
物
館
で
も
水
鳥

の
観
察
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
一
緒
に
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
か
け
て
、

鳥
を
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

金
尾
滋
史
（
多
賀
の
自
然
と
文
化

の
館
学
芸
員
）

は
圧
巻
で
す
!!

日
時
■
平
成
18
年
1
月
14
日
（土）

8
時
30
分
〜
14
時
30
分

場
所
■
湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー

参
加
費
■
2
5
0
円
（
傷
害
保
険
料
と

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー
入
館
料
）

定
員
■
25
人
（
小
学
3
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

持
ち
物
■
昼
食
、
水
筒
、
双
眼
鏡
、
図

鑑
な
ど

服
装
■
防
寒
着
、
マ
フ
ラ
ー
、
手
袋
、

動
き
や
す
い
靴
な
ど
暖
か
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
■
12
月
10
日
（土）
10
時
か

ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
名
前

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

F
A
X
、
有
線
番
号
を
ご
記
入
の

上
、
F
A
X
、
郵
送
、
博
物
館
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
締
切
■
平
成
18
年
1
月
9
日

（月）

17
時

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
立
博
物
館
・

多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館

㈲
2-

2
0
7
7

（電）
4
8-

2
0
7
7

（Ｆ）
4
8-

8
0
5
5

メ
ー
ル
　m

u
s
e
u
m
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

博物館

▲作業風景
（写真上）

t▼石垣

t写真提供：植村明也さん
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初
詣
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

毎
年
お
正
月
に
は
、
大
勢
の
方
が
県

内
外
か
ら
自
家
用
車
で
多
賀
大
社
へ
参

拝
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
自
家
用
車
の
渋
滞
に
よ
る

交
通
事
故
な
ど
が
多
発
す
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
彦
根
警
察
署
で
は
こ
れ

ら
の
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
、「
歩
行
者
専
用
」「
一
歩
通
行
」「
駐
車

禁
止
」
な
ど
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
た
い
へ
ん
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
作
業
ご
協
力
の
お
願
い

例
年
の
と
お
り
降
雪
の
時
期
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
除
雪
作
業
を

行
う
際
、
路
上
に
駐
車
お
よ
び
障
害
物

等
が
置
か
れ
て
い
る
と
、
作
業
が
非
常

に
困
難
に
な
り
ま
す
。つ
き
ま
し
て
は
、

路
上
に
駐
車
お
よ
び
障
害
物
等
を
置
か

れ
な
い
よ
う
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。

な
お
、
路
上
に
駐
車
お
よ
び
障
害
物

等
が
あ
り
、
除
雪
作
業
に
支
障
を
き
た

す
場
合
に
は
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
建
設
課

㈲
2-

2
0
2
0

（電）
4
8-

8
1
1
6

メ
ー
ル
　ke

n
s
e
ts
u
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

年
末
年
始
の

診
療
救
急
歯
科
診
療

※
受
付
は
9
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で
。

彦
根
休
日
急
病
診
療
所

場
所
■
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
彦
根
市

平
田
町
）内
　
（電）
2
2-

1
1
1
9

診
療
科
目
■
主
に
内
科
、
小
児
科

診
療
時
間
■
10
時
〜
17
時
（
受
付
は
16

時
30
分
ま
で
）

※
諸
事
情
に
よ
り
受
付
終
了
時
間
が
早

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

彦
根
市
消
防
本
部

（電）
2
3-

3
7
9
9

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

多
賀
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
確

保
と
不
法
転
用
防
止
等
の
た
め
、
農
業
委

員
の
地
区
担
当
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

農
地
に
関
す
る
ご
相
談
な
ど
は
、
各

地
域
の
担
当
委
員
さ
ん
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

おしらせ
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事
故
の
な
い
年
末
・
年
始
を
！

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
　
12
月
11
日
（日）
〜
12
月
31
日
（土）

楽
し
か
っ
た
ね
！
子
ど
も
サ
ロ
ン

「
や
き
い
も
パ
ー
テ
ィ
」

清
涼
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て

10
月
22
日
、
第
2
回
子
ど
も
サ
ロ
ン

を
開
催
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
小
雨

で
し
た
が
、
0
歳
か
ら
小
学
校
3
年
生

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
の

方
々
、
約
50
人
が
、
に
ぎ
や
か
に
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

大
き
な
鉄
板
に
も
み
殻
や
枯
れ
葉
、

お
が
ぐ
ず
等
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
焼
い

た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
甘
く
て
お
い
し
い

と
好
評
！
お
芋
が
焼
け
る
ま
で
の
間
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
ス
タ
ン
プ
遊
び
等
を

し
て
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
今
回
は
、
地
元
敏
満
寺
の
小
学

生
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が

お
手
伝
い
し
て

く
れ
て
、
地
域

と
の
交
流
も
で

き
ま
し
た
。
手

伝
っ
て
く
れ
た

皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

な
お
、
次
回

は
１
月
に
「
お

正
月
あ
そ
び
」

の
予
定
で
す
。

た
く
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

放
火
に
よ
る
火
災
の
防
止

い
つ
の
間
に
…
。
も
し
も
、
自
分
の

家
に
放
火
さ
れ
た
ら
…
。
気
を
つ
け
て

い
て
も
防
ぎ
き
れ
な
い
の
が
放
火
。
し

か
し
、
少
し
で
も
放
火
の
実
態
を
知
っ

て
私
た
ち
の
街
を
放
火
か
ら
守
り
ま
し

ょ
う
。

平
成
16
年
中
に
彦
根
市
お
よ
び
犬
上

郡
内
で
発
生
し
た
火
災
は
64
件
で
、
そ

の
う
ち
「
放
火
お
よ
び
放
火
の
疑
い
」

は
11
件
で
す
。「
放
火
お
よ
び
放
火
の

疑
い
」
は
、
火
災
原
因
の
第
1
位
で
す
。

放
火
火
災
の
発
生
状
況
を
み
る
と
、

月
別
で
は
7
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
月
か

ら
4
月
は
2
番
目
に
多
い
月
で
す
。

次
に
、
時
間
帯
で
み
る
と
、
夜
間
の
人

が
寝
静
ま
っ
た
と
き
に
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
人
通
り
が
少
な
く
、
人
目
に
つ

き
に
く
い
時
間
帯
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

放
火
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

何
時
も
身
の
回
り
で
放
火
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
て
、
下

記
の
よ
う
な
放
火
火
災
予
防
対
策
を
た

て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
住
宅
の
周
辺
に
燃
え
や
す
い
物
を
放

置
し
な
い
。

☆
ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
時
に
決
め
ら

れ
た
場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

☆
バ
イ
ク
や
自
転
車
の
ボ
デ
ィ
カ
バ
ー

に
は
、
燃
え
に
く
い
防
炎
品
を
使
い

ま
し
ょ
う
。

☆
日
ご
ろ
か
ら
外
出
の
際
は
、
玄
関
や

窓
等
を
必
ず
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

☆
住
宅
の
周
り
に
死
角
と
な
る
よ
う
な

場
所
を
つ
く
ら
な
い
。

☆
ふ
だ
ん
か
ら
隣
近
所
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
地
域
ぐ
る
み
の

環
境
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

彦
根
市
消
防
署
　
犬
上
分
署

（電）
3
8-

3
1
3
0

年
末
・
年
始
は
交
通
量
も
多
く
、
交

通
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
飲

酒
の
機
会
が
多
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

心
理
的
な
慌
た
だ
し
さ
等
か
ら
、
交
通

事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
を
意
識

し
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ

ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま

し
ょ
う
。滋

賀
県
で
は
交
通
死
亡
事
故
が

い
ち
じ
る
し
く
増
加
し
て
お

！

り
、
死
者
の
増
加
数
と
増
加
率
は
全
国

ワ
ー
ス
ト
2
位
と
い
う
異
常
な
事
態
が

つ
づ
い
て
い
ま
す
。

死
亡
事
故
の
特
徴

①
自
動
車
乗
車
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
約
7
割
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着

用
、
そ
の
う
ち
6
割
の
方
は
ベ
ル
ト

を
し
て
い
れ
ば
助
か
り
ま
し
た
。

②
出
会
い
頭
・
正
面
衝
突
が
多
発
し
、

昨
年
よ
り
死
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

③
歩
行
中
に
は
ね
ら
れ
る
ケ
ー
ス
の

死
亡
事
故
が
増
加
、
被
害
者
の
6

割
は
高
齢
者
の
方
で
す
。

事
故
原
因

前
方
不
注
視
や
交
差
点
等
で
の
安
全

不
確
認
な
ど
、
基
本
的
な
ミ
ス
（
一
時

不
停
止
、
信
号
無
視
、
わ
き
見
運
転
、

考
え
事
運
転
な
ど
）
に
よ
る
事
故
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

時
間
・
心
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
無
理

の
な
い
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

子どもサロン・交通安全・消防

12月29日（木）
藤本歯科医院（多賀町多賀）
（電）48-1871

12月30日（金）
吉田歯科医院（彦根市芹川町）
（電）24-2700

12月31日（土）
K歯科（彦根市長曽根南町）
（電）22-7788

1 月 1 日（日）
井本歯科医院（彦根市原町）
（電）22-7757

1 月 2 日（月）
島野修歯科医院（彦根市中薮）
（電）26-1825

1 月 3 日（火）
島野歯科医院（彦根市城町）
（電）22-0476

農
業
委
員

小
菅
一
男

田
中
良
松

野
村
耕
三

西
澤
義
雄

清
水
孝
一

平
木
善
成

西
倉
進
一

柴
田
勝
義

小
林
洋
春

担
当
地
域

久
徳
、
一
円
、
栗
栖
、
水
谷

多
賀
、
尼
子
、
猿
木
、
四
手

中
川
原
、
月
之
木
、
八
重
練
、

大
岡

木
曽

土
田

敏
満
寺

富
之
尾
、
梨
ノ
木

藤
瀬
、
楢
崎
、
一
ノ
瀬
、
川
相

大
杉
、
樋
田
、
萱
原
、
小
原
、

霜
ヶ
原
、
佐
目
、
南
後
谷

多賀ささゆり 
保育園　 ● 

キリンビール 
滋賀工場● 

野鳥の森● 

●多賀幼稚園 

●多賀中央公民館 

●多賀交番 

●商工会 

Q多賀中学校 

Q�

多賀小学校 

●観光協会 

名神多賀 サービスエリア 

芹　　川 

犬上川 

●多賀町役場 

久徳 

土田 

多賀 

尼子 

月之木 

中川原 

敏満寺 

G.
S

G.S

G.S

G.S

G.S

G.S

名 神 高 速 道 路  

名神彦根 
インターチェンジ 

国道306号 

国道307号 国
道
8
号
 

中
山
道
 

近
江
鉄
道
 

多賀大社 
2

2胡宮神社 

●大門池 

A

B

E

C

D

●多賀大社前駅 
JA● 

● 
繪馬参号館 

期間中、交通規制にご注意ください！
■■■歩行者専用

平成17年12月31日～平成18年１月１日…………22:00～17:00 A～D・B～C（区間）
平成18年１月2日～4日 ………… 9:00～17:00 A～D・B～C（区間）
平成18年１月7日～9日…………10:00～15:00 A～E（区間）

■■■一方通行 兼 駐車禁止
平成18年１月１日～3日 ………………………………9:00～17:00

■■■駐車禁止（期間中、終日）
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し
尿
汲く

み
取
り
の
お
知
ら
せ

年
末
の
汲
み
取
り
の
予
約
申
し
込
み

は
、
12
月
19
日
（月）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
始
は
1
月
4
日
（水）
か
ら
予

約
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

申
し
込
み
先

㈲
キ
タ
セ
イ

（電）
2
8-

1
4
0
0

お
問
い
合
わ
せ

役
場
環
境
生
活
課

㈲
2-

2
0
3
1

（電）
4
8-

8
1
1
4

メ
ー
ル
　ka

n
kyo

@
ta
g
a
to
w
n
.jp

環
境
I
S
O
（
1
4
0
0
1
）

認
証
申
請
事
業
所
の
た
め
の

申
請
事
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習
会

対
象
■
55
歳
以
上
68
歳
ま
で
の
方

日
時
■
平
成
18
年
1
月
23
日
（月）
〜
2
月

3
日
（金）
の
土
・
日
を
除
く
10
日
間

13
時
〜
16
時
30
分

場
所
■
財
団
法
人
守
山
・
野
洲
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
　
ラ
イ
ズ
ヴ
ィ
ル

都
賀
山
（
守
山
市
浮
気
町
3
0

0-

2
4
）

定
員
■
30
人
（
超
過
の
と
き
は
抽
選
）

費
用
■
無
料
（
教
材
は
支
給
）

申
し
込
み
方
法
■
往
復
は
が
き
に
講
習

名
（
I
S
O
）
、
住
所
、
名
前

（
ふ
り
が
な
）、年
齢（
生
年
月
日
）、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
1
月
12

日
（木）
（
必
着
）
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

（社）
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

〒
5
2
0
‐
0
0
5
1

大
津
市
梅
林
一
丁
目
3
番
10
号

（電）
（
0
7
7
）
5
2
5
‐
4
1
2
8

滋
賀
県
立
大
学
移
動
公
開
講
座

内
容
■
イ
タ
リ
ア
も
の
づ
く
り
と
ス
ロ

ー
フ
ー
ド

日
時
■
平
成
18
年
1
月
28
日
（土）

13
時

30
分
〜
15
時
20
分

場
所
■
忍
の
里
・
プ
ラ
ラ
　
大
会
議
室

（
甲
賀
市
甲
南
町
竜
法
師
6
0
0
）

対
象
■
高
校
生
以
上
の
方
は
ど
な
た
で
も

料
金
■
無
料

定
員
■
1
0
0
人

申
し
込
み
方
法
■
住
所
、
名
前
、
電
話

番
号
、E-

m
a
i
l（
お
持
ち
の
方
）

を
記
入
の
上
、
1
月
18
日
（水）
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

滋
賀
県
立
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー

〒
5
2
2
‐
8
5
3
3

彦
根
市
八
坂
町
2
5
0
0

（電）
2
8-

8
2
1
0

（Ｆ）
2
8-

8
4
7
3

メ
ー
ルkika

ku
@
o
ffic

e
.u
s
p
.a
c
.jp

おしらせ

生まれました！
☆曽我

そ が

健心
け ん し ん

（兼市・富貴子）

☆鍛治谷
か じ た に

聖明
せ い あ

（明芳・明美）

☆竹内
た け う ち

晴歌
は る か

（洋行・律子）

☆中
な か に し

保宗
や す む ね

（保・ゆかり）

☆中
な か に し

宗貴
む ね た か

（保・ゆかり）

☆岸本
き し も と

姫佳
ひ め か

（博之・真由美）

☆樋口
ひ ぐ ち

楓子
ふ う こ

（幹氏・満子）

☆大久保
お お く ぼ

秀
ひ で

音
と

（誠・涼子）

西 

西 

おくやみ申し上げます
◆中村　欣三　84歳
◆安居　新藏　97歳
◆北坂　元次　85歳

結婚しました！

Q
増田　啓輔
西山　由里

Q
青山　章吾
中村　恭子

多賀町総合福祉保健センター

トレーニング室から
皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあ

いの郷」では、毎月トレーニング室で『体力測定』

を開催しています。
体力測定のメニュー

握力、閉眼片足立ち（バランス性）、長座体前屈

（柔軟性）等を実施します。

中高年の方にもご利用いただける運動機器も

ありますので、ぜひ健康づくりにお役立てくだ

さい。
※なお、はじめてトレーニング室を利用していただく方は、

初回に利用講習会を受講していただく必要があります。

1月の利用講習会日程

1月13日（金）

13:30～14:30 体力測定

15:00～16:00 利用講習会

1月28日（土）

13:30～14:30 体力測定

15:00～16:00 利用講習会

17:30～18:30 体力測定

19:00～20:00 利用講習会

トレーニング室利用時間■ 10:00～20:30
トレーニング室を利用できない日■毎週日曜日、

第2・第4月曜日（第2・4月曜日が祝日の場
合、翌日が休みとなりますのでご注意くださ
い）、祝日、※12月28日から1月3日まで
は休ませていただきます。

利用対象者■18歳以上の方
利用料■町内在住・在勤の方200円、

町外の方300円
その他■運動のできる服装・運動靴・タオル

をご用意ください。
お問い合わせ
役場福祉保健課
㈲2‐2021（電）48‐8115
メール hoken@tagatown.jp

おめでた・おくやみ

（敬称略）

行　事　名 実　施　日 受付時間 対　　　　象　　　　者

すくすく相談 1月10日（火）
子どもの健康、子育て等について、ご相談を受け付
けています。

すこやか相談 1月17日（火） 10:00～11:00

ご自分の健康について、ご相談になりたい方は、お
気軽にご利用ください。血圧測定、尿検査、体脂肪
測定も無料でできます。

いきいき相談 1月24日（火）
「最近、物忘れがひどくなったかな？　」と不安に
思われる方ならどなたでもご相談ください。

介護相談 随　　　　　　　時 認知症や寝たきり等の方のお世話でお困りの方
赤ちゃんサロン 1月16日（月） 10:00～10:10 0歳代、1歳代の親子・妊婦の方

3～4カ月児（離乳食教室） 1月10日（火） 13:00～13:15 H17年8月生まれの乳児
9～10カ月児健診 1月10日（火） 13:15～13:30 H17年2月生まれの乳児

1歳6カ月児検診 1月11日（水） 13:00～13:15 H16年6月・7月生まれの幼児
2歳児歯科健診 1月24日（火） 12:50～13:10 H15年12月･H16年1月生まれの幼児

三種混合 1月13日（金）
（Ⅰ期初回）生後3カ月～7歳5カ月までの乳幼児で
3～8週間の間隔で3回未接種の乳幼児
（Ⅰ期追加）Ⅰ期初回3回目接種後、1年以上たった乳幼児

BCG 1月17日（火）

13:30～14:00
生後3～6カ月でBCGが未接種の乳児
※就学前で未接種の場合や、ご不明な点がある場合
は、福祉保健課までお問い合わせください。

☆各健診および予防接種には、必ず母子手帳・予診表を記入してご持参ください。
☆1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってきてください。
☆9～10カ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひおいでください。
お問い合わせ 役場福祉保健課 ㈲2-2021 （電）48-8115 メール　hoken@tagatown.jp

子育て支援センター ひろばの案内

広　　場 曜日・日時 時　　間 内　　　　　　　　容

にっこり広場
月曜日～金曜日

9:00～12:00
センターの部屋を開放しています。子ども同士、親同士が

（下記広場以外※） 遊んだり、語りあったりするのに利用してください。

園 庭 開 放
火曜日・金曜日 9:00～12:00

土　　曜　　日 9:00～16:00

赤ちゃんペンギン 第1金・第2木曜日
広場（0歳児） 1月6日・12日
ペンギン広場 第 2・ 3水曜日
（1歳児） 1月11日・18日

10:00～12:00
カンガルー広場 第 4 水 曜 日
（2歳児） 1月25日
キリン広場 第 4 水 曜 日
（3歳児） 1月25日

※にっこり広場…1月13日、26日はお休みです。

☆子育て相談は、随時行っていますので、気楽に来所していただくか、お電話ください。
☆支援センター利用のお願い 多賀ささゆり保育園の門扉は、安全のためにいつも閉めていますので、開けてお
入りください。車を止められたら、門扉を閉めておいてください。来館者名簿が保育園の玄関とにっこり広場
の部屋の前にありますので記入をしてから遊んでください。（必ず玄関からお入りください。避難用外階段は、
通常不審者対策のために閉めていますので、上がらないでください）
お問い合わせ 子育て支援センター ㈲2‐1025 （電）48‐1025

乳
児
健
診

予
防

接
種

健
　
　
診
　
　
等

相
　
　
談
　
　
等

保健業務（1月） 場所：多賀町総合福祉保健センターふれあいの郷

多賀ささゆり保育園の運動場を開放しますので自由に遊んでくだ
さい。（砂場のおもちゃは各自で名前を書いて持参してください。）

1月は、ボール遊びや、カード遊びをしたり、歌を歌った
り、手遊び、ふれあい遊びをして親子で遊びます。また、
センターの職員と子育てについての話もしています。月ご
との予定は「にっこりメール」でお知らせします。（各公
共施設に掲示しています。）

※
「
予
防
接
種
手
帳

を
必
ず
お
読
み
く

だ
さ
い
。

多賀町総合型地域スポーツクラブ（仮称）設立に向けて

第１回住民説明会（兼研修会）を開催
地域諸団体および住民の皆さまに、「多賀町総合型地域スポーツク

ラブ（仮称）」へ参画する必要性について、十分ご理解・認識してい

ただくことを目的に住民説明会（兼研修会）を開催いたします。

日時■12月11日（日） 13時30分～16時

場所■多賀町中央公民館大ホール

①「多賀町総合型地域スポーツクラブ（仮称）」の趣旨説明

②講演「地域スポーツ団体連携のクラブ運営」
NPO法人ごうどスポーツクラブ（岐阜県）

会　長　小倉　弐郎氏
理事長　山村　　隆氏

お問い合わせ
設立準備委員会事務局　多賀町Ｂ＆Ｇ海洋センター
（有）2-1625 （電）48-1625 メール　taga-spo@tagatown.jp


